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一
　
は
じ
め
に

二
　
債
務
引
受
お
よ
び
契
約
譲
渡
制
度
に
お
け
る
世
界
の
立
法
状
況

　
㈠
　
債
務
引
受
・
契
約
譲
渡
の
両
制
度
に
つ
い
て
明
文
規
定
を
持
つ
国

　
㈡
　
債
務
引
受
制
度
に
つ
い
て
の
み
明
文
規
定
を
持
つ
国

　
㈢
　
小
　
括

三
　
お
わ
り
に

 

金

　

安

妮

債
務
引
受
お
よ
び
契
約
譲
渡
に
お
け
る
立
法
の
国
際
的
比
較

―
日
本
民
法
典
の
あ
る
べ
き
姿
を
求
め
て

―

一
　
は
じ
め
に

　
一
八
九
六
年
に
現
行
の
日
本
民
法
典
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
、
一
二
〇
年
近
く
の
月
日
が
経
と
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
一
二
〇
年
と
い
う

時
の
流
れ
の
中
で
、
日
本
に
お
け
る
社
会
お
よ
び
経
済
の
情
勢
が
大
き
な
変
化
を
遂
げ
て
き
た
こ
と
は
、
論
を
俟
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
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う
。
そ
し
て
二
〇
一
四
年
現
在
、
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
の
主
導
の
下
で
、
こ
う
し
た
社
会
と
経
済
の
変
化
へ
の
対
応
を

図
り
、
国
民
一
般
に
分
か
り
や
す
い
民
法
典
の
実
現
を
目
指
し（
1
）て、

二
〇
〇
九
年
よ
り
債
権
関
係
を
中
心
と
し
た
改
正
作
業
が
進
行
し
て

お
り
、
中
間
試
案
の
提
示
（
二
〇
一
三
年
二
月
二
六
日
）
か
ら
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
募
集
（
同
年
四
月
一
六
日
か
ら
六
月
一
七
日
ま
で
）
を

経
て
、
要
綱
案
の
作
成
に
向
け
た
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
一
連
の
改
正
作
業
に
お
け
る
「
力
点
の
置
き
方
」
に
つ

い
て
、
池
田
真
朗
教
授
は
以
下
の
よ
う
な
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い（
2
）る。

す
な
わ
ち
、
日
本
民
法
典
に
お
け
る
喫
緊
の
作
業
と
い
う
の
は
、
債

務
不
履
行
に
お
け
る
帰
責
事
由
の
要
否
と
い
っ
た
よ
う
な
多
分
に
学
理
的
な
色
彩
が
強
い
論
点
の
審
議
よ
り
も
「
現
行
の
先
進
諸
国
の
民

法
典
の
ほ
と
ん
ど
に
規
定
が
あ
る
の
に
日
本
民
法
が
規
定
を
持
っ
て
い
な
い
、
つ
ま
り
客
観
的
に
見
て
日
本
民
法
典
が
世
界
の
民
法
典
と

比
べ
て
後
れ
を
と
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の
補（
3
）充」
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
本
稿
は
、
こ
の
よ
う
な
「
あ
る
べ
き
な
の
に
な
い
規（
4
）定」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
「
債
務
引
受
」
と
「
契
約
譲
渡
」
と
い
う
二
つ
の
制
度

に
つ
い
て
、
ま
ず
世
界
の
民
法
典
に
お
け
る
立
法
状
況
を
調
査
し
、
日
本
民
法
典
が
世
界
の
民
法
典
と
比
べ
て
「
客
観
的
」
に
後
れ
て
い

る
こ
と
の
実
証
を
試
み
る
こ
と
で
、
両
制
度
に
改
正
作
業
の
力
点
が
置
か
れ
る
べ
き
こ
と
の
必
然
性
を
見
出
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

無
論
、
諸
外
国
の
多
く
が
明
文
規
定
を
有
し
て
い
る
と
い
う
「
外
的
要
因
」
の
み
を
も
っ
て
、
そ
の
必
然
性
を
主
張
す
る
も
の
で
は
な
く
、

日
本
国
内
に
お
い
て
も
い
わ
ば
「
内
的
要
因
」
と
し
て
後
述
す
る
よ
う
な
厳
然
た
る
立
法
事
実
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
両
制
度
の

明
文
化
に
際
し
て
よ
り
緻
密
な
議
論
と
提
案
が
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
前
掲

の
池
田
論
文
は
一
括
決
済
方
式
や
ゴ
ル
フ
会
員
権
譲
渡
等
を
例
に
取
り
、
両
制
度
に
関
す
る
立
法
事
実
の
存
在
を
論
じ
て
い
る
が
、
と
り

わ
け
そ
こ
で
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
貸
金
業
者
の
企
業
再
編
に
基
づ
く
「
過
払
金
返
還
請
求
訴（
5
）訟」

は
、
現
代
の
日
本
社
会
に
お
け
る
深
刻

な
民
事
紛
争
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
平
成
一
八
年
に
下
さ
れ
た
一
連
の
最
高
裁
判（
6
）決に
よ
っ
て
「
み
な
し
弁
済
規
定
」
の
適
用
が
事
実

上
否
定
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
多
額
の
過
払
金
返
還
債
務
を
負
う
こ
と
と
な
っ
た
貸
金
業
者
は
、
圧
迫
さ
れ
た
経
営
状
況
の
改
善
を
目

指
し
、
貸
金
債
権
の
債
権
譲
渡
や
事
業
譲
渡
と
い
っ
た
手
法
を
用
い
て
企
業
再
編
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て



債務引受および契約譲渡における立法の国際的比較

293

「
貸
金
債
権
の
譲
受
業
者
は
、
貸
金
債
権
の
譲
渡
に
伴
い
、
譲
渡
業
者
が
顧
客
に
対
し
て
負
担
す
る
過
払
金
返
還
債
務
を
も
承
継
す
る

か
」
と
い
う
新
た
な
類
型
の
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
が
発
生
し
、
平
成
二
三
年
以
降
、
こ
れ
に
係
る
三
つ
の
最
高
裁
判（
7
）決が

下
さ
れ
た
。

判
決
に
際
し
て
最
高
裁
は
一
貫
し
て
譲
渡
当
事
者
の
意
思
を
重
視
し
、「
譲
渡
人
た
る
債
務
者
の
債
務
は
、
原
則
と
し
て
譲
受
人
た
る
引

受
人
に
承
継
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
債
務
者
と
引
受
人
間
に
お
い
て
別
段
の
合
意
が
あ
る
場
合
（
併
存
的
債
務
引
受
を
約
し
て
い
た
と
き
に
は
、

債
権
者
が
受
益
の
意
思
表
示
を
し
た
場
合
）
に
の
み
承
継
さ
れ
る
」
と
い
う
論
理
を
採
用
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
よ
う
な
最
高
裁
の

論
理
と
い
う
の
は
、
結
果
と
し
て
債
務
者
（
と
引
受
人
）
に
よ
る
不
当
な
債
務
免
脱
を
認
容
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
正
当
性
と
合

理
性
を
欠
く
も
の
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
た
び
の
中
間
試
案
に
お
い
て
も
、
こ
う
し
た
債
務
免
脱
の
問
題
に
対
す
る

解
決
策
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
債
務
者
―
引
受
人
間
の
併
存
的
債
務
引
受
に
つ
い
て
も
従
来
の
通
説
的
見
解
を
踏
襲
し
、

第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
を
構
成
す
る
こ
と
を
明
記
し
た
上
で
、
債
権
者
に
よ
る
受
益
の
意
思
表
示
を
要
求
す
る
旨
の
規
定
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
で
は
前
述
し
た
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
関
連
の
判
例
が
有
す
る
問
題
点
に
つ
い
て
、
依
然
と
し
て
適
切
な

解
決
策
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
は
「
資
産
の
移
転
に
伴
う
債
務
の
処
遇
」
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
も
、
諸
外
国
の
民
法
典
に
お
け
る
規
律
の
有
無
お
よ
び
そ
の
方
法
と
い
う
観
点
か
ら
分
析
を
加
え
、
比
較
法
的
示
唆
を
得
る
こ
と

と
し
た
い
。
そ
し
て
、
債
権
法
改
正
に
お
け
る
明
文
化
の
必
要
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
中
間
試
案
に
お
い
て
提
示
さ
れ
た
論
理
構
成
に
つ
い

て
も
見
直
す
き
っ
か
け
を
ひ
と
つ
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
　
債
務
引
受
お
よ
び
契
約
譲
渡
制
度
に
お
け
る
世
界
の
立
法
状
況

　
本
章
に
お
い
て
は
、
債
務
引
受
お
よ
び
契
約
譲
渡
制
度
に
お
け
る
世
界
の
立
法
状
況
を
一
瞥
し
、
両
制
度
に
関
す
る
国
際
的
な
趨
勢
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
日
本
民
法
典
が
「
客
観
的
」
に
立
ち
後
れ
て
い
る
こ
と
の
実
証
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
こ
れ
に
加
え
、
前
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述
し
た
問
題
意
識
に
基
づ
い
て
「
資
産
の
移
転
に
伴
う
債
務
の
処
遇
」
と
い
う
問
題
に
関
す
る
各
国
の
民
法
典
に
お
け
る
規
律
に
つ
い
て

も
分
析
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
比
較
法
的
示
唆
を
得
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
に
お
け
る
両
制
度
の
立

法
状
況
（
お
よ
び
解
釈
論
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
先
行
研（
8
）究に
お
い
て
す
で
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
た
め
、
本
稿
は
、
筆
者
の

調
査
が
及
ぶ
限
り
に
お
い
て
未
だ
邦
訳
が
な
さ
れ
て
い
な
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
オ
ラ
ン
ダ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ブ
ラ
ジ
ル
を
は
じ
め
と
す
る

諸
外
国
に
焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
し
た
い
。

㈠
　
債
務
引
受
・
契
約
譲
渡
の
両
制
度
に
つ
い
て
明
文
規
定
を
持
つ
国

1
　
イ
タ
リ
ア
民
法
典

　
　
⑴
　
イ
タ
リ
ア
民
法
典
の
概（
9
）要

　
一
八
六
一
年
三
月
一
七
日
、
サ
ル
デ
ー
ニ
ャ
王
ヴ
ィ
ッ
ト
リ
ー
オ
・
エ
マ
ヌ
エ
ー
レ
二
世
を
国
王
と
す
る
イ
タ
リ
ア
王
国
が
成
立
し
た
。

そ
の
約
四
年
後
の
一
八
六
五
年
六
月
二
五
日
、
新
生
イ
タ
リ
ア
王
国
に
お
い
て
統
一
的
に
適
用
さ
れ
る
民
法
典
が
制
定
さ
れ
、
翌
年
の
一

月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
「
一
八
六
五
年
民
法
典
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
（
以
下
、
一
九
四
二
年
に
成
立
し
た

現
行
の
イ
タ
リ
ア
新
民
法
典
と
の
対
比
に
お
い
て
、
旧
民
法
典
と
表
記
す
る
）。
こ
の
旧
民
法
典
は
、
国
際
私
法
に
関
す
る
規
定
を
含
む
序
編
を

除
い
た
「
人
、
財
・
所
有
権
お
よ
び
そ
の
変
動
、
物
に
関
す
る
所
有
権
そ
の
他
の
権
利
の
取
得
お
よ
び
譲
渡
の
方
法
」
の
全
三
編
・
二
一

四
七
箇
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
）
10
（
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
二
〇
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
社
会
的
・
経
済
的
変
化
に
よ
っ
て
、
旧
民
法
典
は
時

代
の
要
請
に
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
と
な
り
、
そ
の
改
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
た
め
、
イ
タ
リ
ア
は
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
後
、
民
法
典
改

正
委
員
会
を
設
置
し
、
旧
民
法
典
の
改
正
作
業
に
着
手
し
た
。
そ
し
て
一
九
三
〇
年
代
に
入
る
と
、
一
九
三
〇
年
九
月
二
七
日
に
第
一
編

「
人
お
よ
び
家
族
」、
一
九
三
六
年
三
月
二
三
日
に
第
三
編
「
相
続
お
よ
び
贈
与
」、
一
九
三
六
年
八
月
一
五
日
に
第
四
編
「
債
務
お
よ
び

契
約
」、
一
九
三
七
年
八
月
一
四
日
に
第
二
編
「
物
お
よ
び
物
権
」
の
草
案
が
そ
れ
ぞ
れ
公
表
さ
れ
た
。
な
お
、
現
行
の
民
法
典
に
お
い
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て
、
債
務
引
受
お
よ
び
契
約
譲
渡
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
第
四
編
「
債
務
お
よ
び
契
約
」
の
草
案
は
、
一
九
二
八
年
二
月
に
公

表
さ
れ
て
い
た
「
債
務
お
よ
び
契
約
法
典
の
た
め
の
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
統
一
草
案
」
を
焼
き
直
し
た
も
の
で
あ
っ
）
11
（

た
。
こ
れ
ら
の
民

法
典
草
案
は
、
議
会
と
政
府
に
よ
る
修
正
を
経
て
、
最
終
的
に
は
序
編
に
加
え
て
、
第
一
編
「
人
お
よ
び
家
族
」（
全
一
四
章
）、
第
二
編

「
相
続
」（
全
五
章
）、
第
三
編
「
所
有
権
」（
全
九
章
）、
第
四
編
「
債
務
」（
全
九
章
）、
第
五
編
「
労
働
」（
全
一
一
章
）、
第
六
編
「
権
利
の

保
護
」（
全
五
章
）
の
全
六
編
・
五
三
章
・
二
九
六
九
箇
条
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
）
12
（

た
。
こ
の
よ
う
な
構
成
に
改
め
ら
れ
た
新
民

法
典
は
、
第
五
編
に
労
働
法
に
関
す
る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
第
四
編
に
お
い
て
も
商
法
に
関
す
る
規
定
が
数
多
く

含
ま
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
「
民
商
合
一
」
と
い
う
特
色
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
新
民
法
典
は
第
二
次
世
界
大
戦
の
最
中
で

あ
っ
た
一
九
四
二
年
四
月
二
一
日
に
全
体
と
し
て
施
行
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
一
九
三
九
年
七
月
一
日
に
は
第
一
編
が
、
一
九
四

〇
年
四
月
二
一
日
に
は
第
二
編
が
、
一
九
四
一
年
一
〇
月
二
八
日
に
は
第
三
編
が
そ
れ
ぞ
れ
単
独
の
法
律
と
し
て
す
で
に
施
行
さ
れ
て
い

た
。

　
　
⑵
　
契
約
譲
渡
の
規
）
13
（

定

　
イ
タ
リ
ア
民
法
典
は
、
ま
ず
第
四
編
「
債
務
関
係
」
二
章
「
契
約
一
般
」
八
節
「
契
約
の
譲
渡
」
一
四
〇
六
条
以
下
に
契
約
譲
渡
の
規

定
を
置
い
て
い
る
。
一
四
〇
六
条
は
、
契
約
譲
渡
の
概
念
に
つ
い
て
「
契
約
の
当
事
者
は
、
対
価
が
な
お
履
行
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
お

い
て
、
他
方
当
事
者
の
同
意
を
経
て
、
対
価
的
給
付
お
よ
び
契
約
か
ら
生
ず
る
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
自
己
に
代
わ
っ
て
第
三
者
を
交
替

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
定
め
た
上
で
、
当
事
者
の
一
方
（
Ａ
、
被
譲
渡
人
）
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
相
手
方
（
Ｂ
、
譲
渡
人
）
に
お
け

る
第
三
者
（
Ｃ
、
譲
受
人
）
と
の
交
替
に
つ
い
て
同
意
し
て
い
た
場
合
、
相
手
方
（
Ｂ
）
と
第
三
者
（
Ｃ
）
と
の
交
替
は
「
被
譲
渡
人

（
Ａ
）
が
交
替
の
通
知
を
受
け
、
ま
た
は
交
替
を
承
認
し
た
時
か
ら
、
被
譲
渡
人
（
Ａ
）
と
の
関
係
に
お
い
て
有
効
と
な
る
」
こ
と
を
一

四
〇
七
条
で
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
四
〇
八
条
以
下
に
お
い
て
は
、
契
約
譲
渡
に
よ
る
被
譲
渡
人
―
譲
渡
人
間
、
被
譲
渡
人
―
譲
受

人
間
、
譲
渡
人
―
譲
受
人
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
以
下
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
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一
四
〇
八
条
「
譲
渡
人
（
Ｂ
）
は
被
譲
渡
人
（
Ａ
）
と
の
関
係
に
お
い
て
交
替
が
有
効
と
な
っ
た
と
き
か
ら
、
被
譲
渡
人
（
Ａ
）
と
の
債
務
関
係
か
ら

解
放
さ
れ
る
。

　
た
だ
し
、
被
譲
渡
人
（
Ａ
）
が
譲
渡
人
（
Ｂ
）
を
解
放
し
な
い
旨
の
表
示
を
し
た
場
合
に
は
、
譲
受
人
（
Ｃ
）
が
そ
の
負
担
し
た
債
務
関
係
を
履
行

し
な
い
と
き
は
譲
渡
人
（
Ｂ
）
に
対
し
て
提
訴
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
前
項
に
予
想
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
被
譲
渡
人
（
Ａ
）
は
譲
受
人
（
Ｃ
）
の
不
履
行
が
確
実
と
な
っ
た
日
か
ら
一
五
日
以
内
に
、
譲
受
人
（
Ｃ
）

の
不
履
行
を
譲
渡
人
（
Ｂ
）
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
通
知
を
し
な
か
っ
た
場
合
に
は
損
害
賠
償
の
責
任
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

一
四
〇
九
条
「
被
譲
渡
人
た
る
契
約
者
（
Ａ
）
は
、
そ
の
契
約
か
ら
生
ず
る
一
切
の
抗
弁
を
譲
受
人
（
Ｃ
）
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
譲
渡
人

（
Ｂ
）
と
の
そ
の
他
の
関
係
に
基
づ
く
抗
弁
は
対
抗
し
得
な
い
。
た
だ
し
、
交
替
に
同
意
し
た
時
に
そ
の
旨
の
明
ら
か
な
留
保
が
な
さ
れ
て
い
た
場
合

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。」

一
四
一
〇
条
「
譲
渡
人
（
Ｂ
）
は
契
約
が
有
効
で
あ
る
こ
と
を
担
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
譲
渡
人
（
Ｂ
）
が
契
約
の
履
行
の
担
保
を
負
担
し
た
場
合
に
は
、
譲
渡
人
（
Ｂ
）
は
被
譲
渡
人
（
Ａ
）
た
る
契
約
者
の
債
務
関
係
に
つ
き
、
保
証
人

と
し
て
の
責
任
を
負
う
。」

　
こ
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
の
考
え
る
契
約
譲
渡
と
は
、
原
則
と
し
て
譲
渡
人
が
被
譲
渡
人
の
同
意
を
得
て
譲
受
人
と
交
替
す
る

こ
と
で
被
譲
渡
人
と
の
債
務
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
る
が
、
被
譲
渡
人
が
相
手
方
の
交
替
に
よ
る
不
利
益
を
被
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
被
譲

渡
人
に
よ
る
反
対
の
意
思
表
示
が
あ
り
、
か
つ
債
務
を
負
担
し
た
譲
受
人
が
債
務
を
履
行
し
な
い
場
合
に
は
、
譲
渡
人
に
あ
ら
か
じ
め
譲

受
人
の
不
履
行
を
通
知
し
た
上
で
、
譲
渡
人
に
対
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　
　
⑶
　
債
務
引
受
の
規
）
14
（
定

　
債
務
引
受
に
類
似
す
る
①
委
託
、
②
参
加
、
③
引
受
の
規
定
は
、
契
約
譲
渡
と
同
じ
く
第
四
編
「
債
務
」
の
う
ち
、
一
章
「
債
務
関
係

一
般
」
六
節
「
委
託
参
加
お
よ
び
債
務
引
受
」
一
二
六
八
―
一
二
七
六
条
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
主
た
る
規
定
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
以
下

の
通
り
で
あ
る
。
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①
　
債
務
者
を
主
体
と
す
る
「
委
託
」

一
二
六
八
条
「
債
務
者
（
Ｂ
）
が
債
権
者
（
Ａ
）
に
、
彼
（
Ａ
）
に
対
し
て
債
務
を
負
担
す
る
新
債
務
者
（
Ｃ
）
を
指
定
し
た
と
し
て
も
、
本
来
の
債

務
者
（
Ｂ
）
は
そ
の
債
務
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
債
権
者
（
Ａ
）
が
彼
（
Ｂ
）
を
解
放
す
る
旨
を
明
示
的
に
表
示
し
た
と
き
は
こ
の
限

り
で
な
い
。

　
第
三
者
（
Ｃ
）
の
債
務
負
担
を
承
諾
し
た
債
権
者
（
Ａ
）
は
、
ま
ず
受
託
者
（
Ｃ
）
に
弁
済
を
請
求
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、
委
託
者
（
Ｂ
）
に
対
し

て
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

一
二
六
九
条
「
債
務
者
（
Ｂ
）
が
弁
済
の
実
行
を
目
的
と
し
て
第
三
者
（
Ｃ
）
に
委
託
し
た
場
合
に
は
、
第
三
者
（
Ｃ
）
は
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
し
て

自
ら
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
債
務
者
（
Ｂ
）
が
そ
れ
を
禁
じ
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
弁
済
を
実
行
す
る
た
め
に
委
託
を
受
け
た
第
三
者
（
Ｃ
）
は
、
委
託
者
（
Ｂ
）
の
債
務
者
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
任
務
を
承
諾
す
べ
き
義
務
を
負
わ
な

い
。
た
だ
し
、
こ
れ
と
異
な
る
慣
習
を
妨
げ
な
い
。」

一
二
七
一
条
「
受
託
者
（
Ｃ
）
は
、
委
託
受
益
者
（
Ａ
）
に
こ
の
者
（
Ａ
）
と
自
己
（
Ｃ
）
と
の
関
係
に
関
す
る
抗
弁
を
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
当
事
者
が
反
対
の
約
定
を
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に
は
、
た
と
え
委
託
受
益
者
（
Ａ
）
が
そ
れ
を
知
っ
て
い
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
受
託
者
（
Ｃ
）

は
委
託
者
（
Ｂ
）
に
対
抗
し
得
た
抗
弁
を
委
託
受
益
者
（
Ａ
）
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
委
託
者
（
Ｂ
）
と
委
託
受
益
者
（
Ａ
）
と

の
関
係
が
無
効
で
あ
る
と
き
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
当
事
者
間
に
お
け
る
明
ら
か
な
言
及
が
な
か
っ
た
場
合
、
受
託
者
（
Ｃ
）
は
委
託
受
益
者
（
Ａ
）
に
対
し
、
委
託
者
（
Ｂ
）
と
委
託
受
益
者
（
Ａ
）

と
の
間
に
お
け
る
抗
弁
を
主
張
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。」

　
こ
の
よ
う
に
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
は
ま
ず
債
務
者
の
委
託
に
よ
っ
て

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

新
債
務
者
が
債
権
者
に
対
し
て
債
務
を
負
担
す
る
と
い
う
「
委

託
」
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
は
債
務
者
が
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
取
り
、
自
己
に
代
わ
る
債
務
の
履
行
を
第
三
者
に
依
頼
す
る
場

面
が
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
債
務
者
が
債
務
者
の
指
示
に
基
づ
い
て
債
権
者
に
対
し
て
債
務
を
負
担
す
る
と
い
う
取
引
に
つ
い

て
規
定
し
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
「
指
図
（délégation

）」
と
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
）
15
（
る
。
ま
た
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
は
①
債
務
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者
に
よ
る
新
債
務
者
へ
の
委
託
と
い
う
﹇
Ｂ-

Ｃ
﹈
間
の
関
係
（
一
二
六
九
条
、
委
託
の
撤
回
等
に
つ
い
て
定
め
た
一
二
七
〇
条
）
と
、
②
債

権
者
へ
の
新
債
務
者
の
指
定
と
い
う
﹇
Ａ-

Ｂ
Ｃ
﹈
間
の
関
係
（
一
二
六
八
条
）
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
規
定
を
設
け
て
い
る
も

の
の
、
②
に
つ
い
て
債
務
者
が
新
債
務
者
に
債
務
の
履
行
を
委
託
し
た
上
で
、
債
権
者
に
新
債
務
者
を
指
定
し
た
と
し
て
も
、
債
権
者
に

よ
る
解
放
の
明
示
的
な
表
示
が
な
い
限
り
、
債
務
者
は
債
務
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
な
い
と
定
め
て
い
る
点
に
お
い
て
も
、
債
務
者
の
更
改

を
伴
わ
な
い
「
不
完
全
指
図
（délégation im

parfaite

）」
を
指
図
の
原
則
形
態
と
し
て
定
め
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
（
一
二
七
五
条
）
と

類
似
し
た
規
定
内
容
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
効
果
と
し
て
は
併
存
的
債
務
引
受
に
類
似
す
る
も
の
の
、
フ 

ラ
ン
ス
民
法
典
に
お
け
る
指
図
が
債
務
引
受
と
最
も
異
な
る
の
は
「
効
果
と
し
て
債
務
の
移
転
で
は
な
く
、
新
た
な
債
務
の
創
設
が
な
さ

れ
る
」
と
い
う
点
で
あ
）
16
（
り
、
受
託
者
の
抗
弁
権
に
つ
い
て
規
定
し
た
一
二
七
一
条
の
文
言
（
受
託
者
―
委
託
受
益
者
間
の
抗
弁
を
対
抗
で
き
る

が
、
委
託
者
―
委
託
受
益
者
間
の
抗
弁
は
対
抗
で
き
な
い
）
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
も
ま
た
債
権
者
―
引
受
人
間
に
お
い
て
新
た
な
債
務
が

創
設
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
債
務
者
に
よ
る
引
受
人
へ
の
委
託
が
あ
り
、
か
つ
債
権
者
が
引
受
人
に
よ
る
債
務
の
負
担
を
承
認
し
た
場
合
、
債
務
者
は
債
権

者
に
対
し
て
、
ま
ず
引
受
人
に
弁
済
を
請
求
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
日
本
民
法
四
五
三
条
が

定
め
る
保
証
人
の
債
権
者
に
対
す
る
「
検
索
の
抗
弁
権
」
と
類
似
し
た
抗
弁
権
で
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
に
お

い
て
は
、
債
務
者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
負
担
す
る
引
受
人
で
は
な
く
、
本
来
の
債
務
者
が
こ
の
よ
う
な
抗
弁
権
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
点

に
お
い
て
大
変
興
味
深
い
規
定
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
　
　
②
　
引
受
人
（
Ｃ
）
を
主
体
と
す
る
「
参
加
」

一
二
七
二
条
「
債
務
者
（
Ｂ
）
の
委
託
な
く
し
て
、
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
し
、
そ
の
債
務
を
引
き
受
け
た
第
三
者
（
Ｃ
）
は
、
債
権
者
（
Ａ
）
が
明
ら

か
に
本
来
の
債
務
者
（
Ｂ
）
を
解
放
す
る
旨
を
表
示
し
な
い
場
合
に
は
、
本
来
の
債
務
者
（
Ｂ
）
と
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
。

　
異
な
る
合
意
が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
第
三
者
（
Ｃ
）
は
債
権
者
（
Ａ
）
に
本
来
の
債
務
者
（
Ｂ
）
と
自
己
（
Ｃ
）
と
の
関
係
に
関
す
る
抗
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弁
を
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
こ
れ
に
反
し
、
本
来
の
債
務
者
（
Ｂ
）
が
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
抗
し
得
た
抗
弁
は
、
そ
れ
が
本
来
の
債
務
者
（
Ｂ
）
の
一
身
に
専
属
す
る
も
の
で
は

な
く
、
参
加
後
に
な
さ
れ
た
行
為
か
ら
生
じ
た
も
の
で
な
い
場
合
に
は
、
引
受
人
（
Ｃ
）
は
こ
れ
を
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
本
来
の
債
務
者
（
Ｂ
）
が
対
抗
し
得
た
相
殺
は
、
た
と
え
参
加
前
に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
も
の
で
あ
っ
て
も
、
引
受
人
（
Ｃ
）
は
こ
れ
を
も
っ
て

債
権
者
（
Ａ
）
に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。」

　
つ
ぎ
に
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
は
「
委
託
」
の
例
外
と
し
て
、
債
務
者
の
委
託
に
よ
ら
ず
し
て
引
受
人
が
債
権
者
に
対
し
て
債
務
を
引
き

受
け
る
「
参
加
」
に
関
す
る
規
定
を
設
け
て
お
り
、
前
記
に
お
け
る
「
委
託
」
と
同
様
に
、
債
権
者
に
よ
る
明
ら
か
な
表
示
が
な
け
れ
ば
、

債
務
者
が
債
権
者
と
の
債
権
債
務
関
係
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
債
務
者
と
新
債
務
者
が
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
と
な

る
。
な
お
、
引
受
人
を
主
体
と
す
る
「
参
加
」
に
お
い
て
は
、
原
則
と
し
て
債
務
者
が
債
権
者
に
対
し
て
主
張
し
う
る
抗
弁
を
引
受
人
が

援
用
で
き
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
点
に
鑑
み
て
、
引
受
人
が
負
担
す
る
債
務
と
い
う
の
は
、
委
託
に
お
け
る
「
新
設
さ
れ
た
新
た
な
債

務
」
で
は
な
く
、「
債
務
者
が
負
担
す
る
債
務
と
同
一
の
債
務
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
点
に
お
い
て
も
、
委
託
と
区
別
さ
れ
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

　
　
　
③
　
債
務
者
（
Ｂ
）
と
引
受
人
（
Ｃ
）
を
主
体
と
す
る
「
債
務
引
受
」

一
二
七
三
条
「
債
務
者
（
Ｂ
）
と
第
三
者
（
Ｃ
）
と
の
間
に
お
い
て
後
者
（
Ｃ
）
が
前
者
（
Ｂ
）
の
債
務
を
引
き
受
け
る
旨
の
合
意
を
し
た
場
合
に
は
、

債
権
者
（
Ａ
）
は
そ
の
合
意
を
承
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
承
認
後
は
彼
（
Ａ
）
の
利
益
の
た
め
に
そ
の
特
約
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
債
権
者
（
Ａ
）
の
承
認
は
、
こ
れ
が
明
ら
か
に
特
約
の
条
件
を
構
成
す
る
場
合
ま
た
は
債
権
者
（
Ａ
）
が
明
ら
か
に
本
来
の
債
務
者
（
Ｂ
）
を
解
放

す
る
旨
を
表
示
し
た
場
合
に
限
り
、
本
来
の
債
務
者
（
Ｂ
）
の
解
放
を
伴
う
。

　
債
務
者
（
Ｂ
）
の
解
放
が
な
い
場
合
に
は
、
債
務
者
（
Ｂ
）
は
依
然
と
し
て
第
三
者
（
Ｃ
）
と
共
に
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
。

　
そ
の
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
三
者
（
Ｃ
）
は
そ
の
特
約
を
承
認
し
た
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
し
、
債
務
を
引
き
受
け
た
限
度
内
に
お
い
て
債
務

を
負
い
、
か
つ
そ
れ
に
基
づ
い
て
引
き
受
け
が
行
わ
れ
た
契
約
に
起
因
す
る
諸
抗
弁
を
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
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イ
タ
リ
ア
新
民
法
典
は
①
委
託
と
②
参
加
の
つ
ぎ
に
、
債
務
者
と
引
受
人
の
両
者
が
主
体
と
な
っ
て
引
受
人
に
お
け
る
債
務
の
引
受
に

つ
い
て
合
意
す
る
場
合
を
「
債
務
引
受
」
と
し
て
規
定
し
て
い
る
。
債
務
者
―
引
受
人
間
で
約
さ
れ
た
債
務
引
受
も
ま
た
、
前
記
に
お
け

る
委
託
参
加
と
同
様
に
、
債
権
者
に
お
い
て
債
務
者
を
解
放
す
る
旨
の
明
示
的
な
表
示
が
あ
る
場
合
に
債
務
者
の
解
放
を
伴
い
、
そ
の
表

示
が
な
い
場
合
に
は
債
務
者
と
第
三
者
た
る
引
受
人
が
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
債
務
引

受
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る
免
責
的
債
務
引
受
と
併
存
的
債
務
引
受
と
を
併
記
し
、
し
か
も
い
わ
ば
併
存
的
な
そ
れ
を
原
則
形
態
と
し
て

捉
え
た
立
法
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
委
託
に
お
け
る
抗
弁
に
つ
い
て
規
定
し
た
一
二
七
一
条
と
の
比
較
に
お
い
て
、

債
務
引
受
に
お
け
る
引
受
人
は
、
債
権
者
を
含
ま
な
い
債
務
者
―
引
受
人
間
の
契
約
に
基
づ
く
抗
弁
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
契
約
を
承
認
し

た
債
権
者
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
に
お
い
て
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
④
　「
委
託
」
と
「
債
務
引
受
」
に
お
け
る
引
受
人
（
Ｃ
）
の
無
資
力

　
一
二
七
四
条
は
、
債
務
者
と
引
受
人
が
主
体
と
な
る
「
委
託
」
と
「
債
務
引
受
」
に
お
い
て
、
債
権
者
が
明
示
的
な
表
示
に
よ
っ
て
債

務
者
を
解
放
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
引
受
人
が
無
資
力
で
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。
ま
ず
、
前
記
の
「
委
託
」
に
お
い

て
、
債
務
者
（
Ｂ
）
を
解
放
し
た
債
権
者
（
Ａ
）
は
、
受
託
者
（
Ｃ
）
が
後
に
無
資
力
と
な
っ
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
間
に
お
け

る
明
ら
か
な
留
保
が
な
い
限
り
、
委
託
者
（
Ｂ
）
に
対
し
て
訴
権
を
有
し
な
い
が
、
受
託
者
（
Ｃ
）
が
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
し
て
債
務
を

引
き
受
け
た
時
点
に
お
い
て
、
す
で
に
無
資
力
と
な
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
債
務
者
（
Ｂ
）
は
債
権
債
務
関
係
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
規
定
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
、
本
規
定
は
前
記
に
お
け
る
「
債
務
引
受
」
に
つ
い
て
も
適
用
さ
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　
以
上
に
紹
介
し
た
規
定
内
容
か
ら
、
イ
タ
リ
ア
民
法
典
に
お
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
お
け
る
「
指
図
」
の
影
響
も
受
け
な
が
ら

「
委
託
・
参
加
・
債
務
引
受
」
と
い
う
独
自
の
構
成
を
取
っ
た
も
の
と
評
価
す
べ
き
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
た
だ
し
、
そ
の
法
律
構

成
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
諸
外
国
に
お
け
る
債
務
引
受
と
の
比
較
に
お
い
て
、
な
お
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
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2
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
典

　
　
⑴
　
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
典
の
概
要

　
現
行
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
典
（
以
下
、
旧
民
法
典
と
の
対
比
に
お
い
て
新
民
法
典
と
表
記
す
る
こ
と
も
あ
る
）
の
前
身
に
あ
た
る
の
は
、
民
法

学
者
セ
ヤ
ブ
ラ
（Seabra

）
教
授
に
よ
っ
て
起
草
さ
れ
、
一
八
六
七
年
に
制
定
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
最
初
の
民
法
典
（
以
下
、
旧
民
法
典
と

表
記
す
る
）
で
あ
る
。
こ
の
旧
民
法
典
は
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
お
よ
び
法
体
系
、
主
要
な
制
度
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
点
に
お
い
て
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
法
典
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
い
わ
れ
て
い
）
17
（
る
。
し
か
し
、
二
〇
世
紀
に
入
る
と
、
ド
イ
ツ
法
学
の
理
論
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
と
浸

透
し
、
そ
の
影
響
を
強
く
受
け
た
理
論
界
・
実
務
界
と
フ
ラ
ン
ス
法
の
影
響
を
強
く
受
け
て
制
定
さ
れ
た
旧
民
法
典
と
の
距
離
は
だ
ん 

だ
ん
と
遠
の
い
て
い
く
こ
と
と
な
）
18
（
る
。
そ
し
て
、
一
九
六
六
年
一
一
月
二
五
日
に
は
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
法
の
影
響
を
受
け
た
新
民
法
典

が
制
定
さ
れ
、
一
九
六
七
年
六
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
）
19
（

た
。
新
民
法
典
は
、
法
典
の
構
成
（
パ
ン
デ
ク
テ
ン
方
）
20
（

式
、
不
法
行
為
の
規
制
）
等

に
お
い
て
ド
イ
ツ
法
の
影
響
を
受
け
て
い
る
が
、
所
有
権
法
お
よ
び
特
別
な
契
約
の
分
野
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
法
と
イ
タ
リ
ア
法
の
影
響

を
受
け
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
立
法
者
は
、
ス
イ
ス
債
務
法
典
や
ギ
リ
シ
ャ
民
法
典
と
い
っ
た
現
代
民
法
典
を
参
照
し
た
と
い
わ
れ 

て
い
）
21
（
る
。
新
民
法
典
は
「
総
則
、
債
務
法
、
物
権
法
、
親
族
法
、
相
続
法
」
の
全
五
編
・
二
三
三
四
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　
　
⑵
　
契
約
譲
渡
の
規
）
22
（

定

　
ポ
ル
ト
ガ
ル
新
民
法
典
は
、
ま
ず
第
二
巻
「
債
務
法
」
一
編
「
通
則
」
二
章
「
債
権
債
務
の
発
生
」
一
節
「
契
約
」
四
分
節
「
契
約
上

の
地
位
の
譲
渡
」
四
二
四
条
以
下
に
お
い
て
、
契
約
譲
渡
に
関
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
。

　
四
二
四
条
一
項
は
、
契
約
譲
渡
の
概
念
と
要
件
に
つ
い
て
「
双
務
契
約
に
お
い
て
、
契
約
の
当
事
者
（
Ｂ
）
が
契
約
上
の
地
位
を
第
三

者
（
Ｃ
）
に
移
転
す
る
場
合
、（
契
約
譲
渡
）
契
約
締
結
の
前
ま
た
は
後
に
お
け
る
相
手
方
（
Ａ
）
の
同
意
を
要
す
る
」
と
し
た
上
で
、
二

項
に
お
い
て
、
契
約
譲
渡
前
に
得
ら
れ
た
相
手
方
の
同
意
に
つ
い
て
は
「
相
手
方
（
Ａ
）
が
譲
渡
の
通
知
を
受
け
、
ま
た
は
承
諾
し
た
時

点
か
ら
譲
渡
人
側
（
Ｂ
Ｃ
）
に
効
力
を
生
ず
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
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ま
た
、
四
二
六
条
は
契
約
の
譲
渡
人
（
Ｂ
）
と
譲
受
人
（
Ｃ
）
の
関
係
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
譲
渡
人
（
Ｂ
）
の
責
任
に
つ
い
て
定
め

て
い
る
。
一
項
は
、
譲
渡
人
（
Ｂ
）
に
お
け
る
契
約
の
存
在
（
有
効
性
）
に
関
す
る
担
保
に
つ
い
て
「
譲
渡
人
（
Ｂ
）
は
譲
渡
の
基
礎
と

な
る
無
償
ま
た
は
有
償
の
法
律
行
為
に
適
用
さ
れ
る
規
定
に
基
づ
い
て
、
譲
受
人
（
Ｃ
）
に
対
し
、
移
転
の
対
象
と
な
っ
た
契
約
上
の
地

位
が
譲
渡
時
に
お
い
て
存
在
す
る
こ
と
を
担
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
お
り
、
二
項
は
、
譲
渡
人
（
Ｂ
）
が
相
手
方

（
Ａ
）
に
お
け
る
債
務
の
履
行
を
担
保
す
る
場
合
に
つ
い
て
「
債
務
の
履
行
を
一
般
規
定
に
基
づ
い
て
担
保
し
た
場
合
に
お
い
て
の
み
、

担
保
責
任
を
負
う
」
と
規
定
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
四
二
七
条
は
相
手
方
（
Ａ
）
と
譲
受
人
（
Ｃ
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
、「
契
約
の
相
手
方
（
Ａ
）
は
契
約
か
ら
発
生
し
た
防

御
方
法
を
譲
受
人
（
Ｃ
）
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
相
手
方
（
Ａ
）
に
お
い
て
（
Ｂ
Ｃ
間
の
契
約
譲
渡
に
）
同
意
し
た
時
に

保
留
し
た
防
御
方
法
を
除
い
て
、
譲
渡
人
（
Ｂ
）
と
の
間
に
お
け
る
そ
の
他
の
関
係
に
基
づ
い
て
発
生
し
た
防
御
方
法
を
譲
受
人
（
Ｃ
）

に
対
抗
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
し
て
、
譲
渡
の
対
象
と
な
っ
た
契
約
の
相
手
方
（
Ａ
）
に
お
い
て
、
譲
受
人
（
Ｃ
）
に
主
張
す
る
こ

と
の
で
き
る
抗
弁
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

　
　
⑶
　
債
務
引
受
の
規
定

　
債
務
引
受
に
関
す
る
規
定
は
、
契
約
譲
渡
と
同
じ
く
第
二
巻
「
債
務
法
」
一
編
「
通
則
」
の
う
ち
、
四
章
「
債
権
と
債
務
の
移
転
」
三

節
「
単
純
な
債
務
移
転
」
五
九
五
条
以
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
五
九
五
条
一
項
は
、
債
務
引
受
に
お
け
る
二
つ
の
方
式
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。

五
九
五
条
「
一
、
債
務
の
単
純
な
移
転
は
、
以
下
に
掲
げ
る
い
ず
れ
か
の
方
式
に
よ
っ
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
 ａ）
　
原
債
務
者
（
Ｂ
）
と
新
債
務
者
（
Ｃ
）
が
締
結
し
た
契
約
に
よ
る
場
合
は
、
債
権
者
（
Ａ
）
の
追
認
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
 ｂ）
　
新
債
務
者
（
Ｃ
）
と
債
権
者
（
Ａ
）
が
締
結
し
た
契
約
に
よ
る
場
合
は
、
原
債
務
者
（
Ｂ
）
に
よ
る
同
意
を
必
要
と
し
な
い
。

　
二
、
前
項
の
い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
、
債
権
者
に
お
け
る
明
確
な
意
思
表
示
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
の
み
、
債
務
の
移
転
に
よ
っ
て
原
債
務
者
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（
Ｂ
）
の
債
務
が
免
除
さ
れ
る
。
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
、
原
債
務
者
（
Ｂ
）
と
新
債
務
者
（
Ｃ
）
は
連
帯
責
任
を
負
担
す
る
。」

　
こ
の
よ
う
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
典
は
債
務
引
受
に
つ
い
て
、
四
章
と
三
節
の
項
目
名
お
よ
び
五
九
五
条
の
文
言
、
さ
ら
に
は
以
下
に

紹
介
す
る
五
九
六
条
以
下
の
規
定
内
容
（
引
受
人
が
有
す
る
抗
弁
権
の
内
容
、
従
た
る
債
務
の
移
転
等
）
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
明
ら
か
に

「
債
務
移
転
」
の
構
成
を
採
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
債
務
の
移
転
に
よ
っ
て
原
債
務
者
の
債
務
が
免
除
さ
れ
る
に
は
、
 ａ）
原

債
務
者
―
新
債
務
者
間
で
約
さ
れ
た
債
務
引
受
に
つ
い
て
は
追
認
に
お
い
て
、
 ｂ）
新
債
務
者
―
債
権
者
間
で
約
さ
れ
た
債
務
引
受
に
つ
い

て
は
契
約
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
債
権
者
に
よ
る
「
債
務
関
係
か
ら
の
原
債
務
者
の
離
脱
に
対
す
る
明
確
な
意
思
表
示
」
が
必
要
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
意
思
表
示
が
な
い
場
合
に
は
、
原
債
務
者
と
新
債
務
者
に
お
い
て
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
併
存
的
債
務
引
受
に
な
る
と

い
う
構
成
が
取
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
前
記
に
お
け
る
五
九
五
条
一
項
 ａ）
が
想
定
す
る
原
債
務
者
―
新
債
務
者
間
の
債
務
引
受
に
対
し
て
、
債
権
者
に
よ
る
追
認
が
な

さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
つ
い
て
、
五
九
六
条
一
項
は
「
双
方
当
事
者
（
Ｂ
Ｃ
）
は
前
条
一
項
 ａ）
の
契
約
を
廃
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
し
た
上
で
、
二
項
で
は
追
認
期
間
に
つ
い
て
「
各
当
事
者
（
Ｂ
Ｃ
）
は
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
し
て
追
認
期
間
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

期
間
満
了
後
は
、
追
認
を
拒
絶
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
定
め
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
典
に
お
い
て
、
原
債
務
者
―
新

債
務
者
間
の
債
務
引
受
が
併
存
的
債
務
引
受
を
構
成
す
る
の
は
、
免
責
的
か
否
か
に
関
す
る
債
権
者
の
意
思
が
不
明
確
で
あ
る
場
合
の
み

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

に
限
ら
れ

0

0

0

0

、（
追
認
期
間
が
定
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
期
間
満
了
後
に
）
債
権
者
に
よ
る
追
認
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
も
、
原
債
務
者
と

新
債
務
者
間
の
法
律
関
係
は
併
存
的
債
務
引
受
を
構
成
す
る
こ
と
は
な
く
、
両
者
間
に
お
け
る
債
務
引
受
の
契
約
を
白
紙
に
戻
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
し
て
お
り
、
債
務
引
受
の
成
立
に
つ
い
て
慎
重
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
）
23
（

る
。

　
ま
た
、
五
九
七
条
は
、
債
務
移
転
の
契
約
に
つ
い
て
無
効
を
宣
告
さ
れ
、
ま
た
は
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
「
債
権
者
（
Ａ
）
が

す
で
に
原
債
務
者
（
Ｂ
）
の
債
務
を
免
除
し
た
場
合
は
、
原
債
務
者
（
Ｂ
）
の
債
務
が
再
び
発
生
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
の
提
供
し
た

担
保
は
消
滅
し
た
も
の
と
み
な
す
。
第
三
者
が
移
転
を
知
り
得
た
時
点
で
関
連
す
る
瑕
疵
の
存
在
を
明
ら
か
に
知
っ
て
い
た
場
合
に
は
、
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そ
の
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
担
保
は
消
滅
し
な
い
も
の
と
み
な
す
」
と
し
て
原
債
務
者
に
お
け
る
債
務
の
再
発
生
お
よ
び
第
三
者
に

よ
っ
て
提
供
さ
れ
た
担
保
の
処
遇
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

　
五
九
八
条
は
、
引
受
人
（
Ｃ
）
の
抗
弁
権
に
つ
い
て
「
別
段
の
約
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
新
債
務
者
（
Ｃ
）
は
原
債
務
者
（
Ｂ
）
と

の
関
係
か
ら
発
生
し
た
防
御
方
法
を
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
原
債
務
者
（
Ｂ
）
と
債
権
者
（
Ａ
）
と
の
関
係

か
ら
発
生
し
た
防
御
方
法
を
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
抗
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
債
務
引
受
の
以
前
よ
り
存
在
し
た
も
の
で
、
原
債

務
者
（
Ｂ
）
の
一
身
に
属
さ
な
い
防
御
方
法
に
限
ら
れ
る
」
と
し
て
、
債
務
引
受
以
前
よ
り
原
債
務
者
（
Ｂ
）
が
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
し

て
有
し
て
い
た
抗
弁
権
が
原
債
務
者
の
一
身
に
属
す
も
の
で
な
い
限
り
、
引
受
人
（
Ｃ
）
に
よ
る
主
張
を
認
め
て
い
る
。

　
五
九
九
条
は
、
一
項
に
お
い
て
主
た
る
債
務
に
付
随
す
る
従
た
る
債
務
の
処
遇
に
つ
い
て
「
別
段
の
約
定
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
原
債

務
者
（
Ｂ
）
と
の
関
係
に
お
い
て
不
可
分
で
な
い
従
属
債
務
は
、
債
務
の
移
転
に
伴
っ
て
新
債
務
者
（
Ｃ
）
に
移
転
す
る
」
と
し
、
二
項

は
担
保
の
処
遇
に
つ
い
て
「
債
権
の
担
保
は
同
じ
内
容
で
継
続
し
て
存
在
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
担
保
、
ま
た

は
債
務
の
移
転
に
同
意
し
な
い
原
債
務
者
（
Ｂ
）
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
担
保
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
し
て
、
債
務
引
受
に
同
意
し
て

い
る
原
債
務
者
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た
担
保
は
、
債
務
引
受
が
な
さ
れ
た
あ
と
も
継
続
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。

　
最
後
に
六
〇
〇
条
は
、
債
務
の
引
受
人
（
Ｃ
）
に
お
い
て
返
還
能
力
を
有
し
な
い
場
合
に
つ
い
て
「
債
権
者
（
Ａ
）
が
す
で
に
原
債
務

者
（
Ｂ
）
を
解
放
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、（
債
権
者
（
Ａ
）
は
）
原
債
務
者
（
Ｂ
）
に
対
し
て
債
権
、
ま
た
は
い
か
な
る
担
保
権
も
行
使

し
て
は
な
ら
な
い
。
新
債
務
者
（
Ｃ
）
に
返
還
能
力
の
な
い
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
原
債
務
者
（
Ｂ
）
の
責

任
を
明
示
的
に
保
留
し
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
し
て
、
引
受
人
（
Ｃ
）
が
返
還
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
一
度
解
放
し
た

原
債
務
者
（
Ｂ
）
に
対
し
て
債
務
の
履
行
を
求
め
る
こ
と
は
原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
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3
　
オ
ラ
ン
ダ
民
法
典

　
　
⑴
　
オ
ラ
ン
ダ
民
法
典
の
概
）
24
（

要

　
中
世
か
ら
一
八
世
紀
末
に
か
け
て
、
オ
ラ
ン
ダ
に
お
け
る
法
の
形
成
と
い
う
の
は
、
①
地
方
ご
と
に
内
容
の
異
な
る
ゲ
ル
マ
ン
起
源
の

慣
習
法
、
②
諸
州
お
よ
び
市
町
ご
と
に
制
定
さ
れ
た
条
例
、
③
こ
れ
ら
の
地
方
法
に
お
け
る
欠
缺
を
補
う
た
め
の
普
通
法
と
し
て
の
ロ
ー

マ
法
、
と
い
う
組
み
合
わ
せ
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
と
い
う
の
は
、
一
八
世
紀
末
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
そ
れ
に
続
く

フ
ラ
ン
ス
を
は
じ
め
と
し
た
国
家
ご
と
の
法
典
編
纂
事
業
を
受
け
て
一
変
す
る
こ
と
と
な
る
。
一
八
〇
九
年
に
公
布
さ
れ
た
オ
ラ
ン
ダ
に

お
け
る
最
初
の
民
法
典
は
ル
イ
・
ナ
ポ
レ
オ
ン
王
の
命
に
よ
っ
て
作
ら
れ
、
一
八
〇
四
年
に
成
立
し
た
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
か
ら
強
い
影
響

を
受
け
て
い
た
。
一
八
一
一
年
に
オ
ラ
ン
ダ
が
フ
ラ
ン
ス
帝
国
に
併
合
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
同
民
法
典
は
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
取
っ

て
代
わ
ら
れ
、
一
八
一
三
年
に
オ
ラ
ン
ダ
が
独
立
を
果
た
し
た
後
も
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
は
継
続
し
て
効
力
を
有
し
て
い
た
。
一
八
三
八
年

に
は
、
人
法
お
よ
び
家
族
法
、
相
続
法
、
財
産
法
に
お
け
る
重
要
部
分
を
除
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
大
き
く
依
拠
し
た
第
二
の
オ 

ラ
ン
ダ
民
法
典
が
制
定
さ
れ
た
も
の
の
、
同
民
法
典
は
急
速
な
陳
腐
化
を
み
せ
、さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
適
切
な
解
決
を
提
供
す
る
こ 

と
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
立
法
府
は
各
種
の
個
別
法
を
制
定
し
た
が
、
物
権
法
や
債
権
法
の
よ
う
に
一
般
的
か
つ
相
互
依
存
的
な
部

分
の
改
正
に
対
し
て
は
消
極
的
な
姿
勢
を
見
せ
て
い
た
た
め
、
裁
判
所
は
信
義
誠
実
の
原
則
お
よ
び
一
般
条
項
等
を
用
い
た
自
由
な
解
釈

に
よ
っ
て
こ
れ
を
補
っ
て
い
）
25
（
た
。
そ
し
て
第
二
の
民
法
典
が
制
定
さ
れ
て
か
ら
一
〇
〇
余
年
後
の
一
九
四
七
年
、
そ
れ
ま
で
長
き
に
わ

た
っ
て
民
法
典
改
正
の
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
ラ
イ
デ
ン
大
学
の
民
法
学
者
Ｅ
・
Ｍ
・
メ
イ
ヤ
ー
ス
教
授
を
起
草
者
と
し
て
、
よ
う
や
く

民
法
典
改
正
の
作
業
が
開
始
さ
れ
た
。
現
行
の
オ
ラ
ン
ダ
民
法
典
は
、
第
一
編
「
人
法
と
家
族
法
」、
第
二
編
「
法
人
」、
第
三
編
「
財
産

法
総
則
」、
第
四
編
「
相
続
」、
第
五
編
「
物
権
」、
第
六
編
「
債
権
総
則
」、
第
七
編
「
典
型
契
約
」、
第
八
編
「
運
送
法
」、
第
九
編
「
知

的
財
産
法
」、
第
一
〇
編
「
国
際
私
法
」
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
公
布
と
施
行
は
そ
れ
ぞ
れ
個
別
的
に
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
に
お
い

て
取
り
上
げ
る
債
務
引
受
な
ら
び
に
契
約
譲
渡
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
第
六
編
「
債
権
総
則
」
は
、
第
三
編
お
よ
び
第
五
編
と
と
も
に
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一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
〇
年
に
か
け
て
制
定
さ
れ
、
一
九
九
二
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
⑵
　
債
務
引
受
の
規
）
26
（

定

　
オ
ラ
ン
ダ
民
法
典
に
お
け
る
債
務
引
受
の
規
定
は
、
第
六
編
「
債
権
総
則
」
二
章
「
債
権
と
債
務
の
移
転
お
よ
び
債
権
の
放
棄
」
三
節

「
債
務
引
受
と
契
約
引
受
」
一
五
五
条
以
下
に
置
か
れ
て
お
り
、
そ
の
主
た
る
規
定
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
一
五
五
条
は
債
務
者
―
引
受
人
間
に
お
け
る
債
務
引
受
と
債
権
者
の
関
係
に
つ
い
て
「
第
三
者
（
Ｃ
）
に
お
い
て
債
務
者

（
Ｂ
）
か
ら
債
務
を
引
き
受
け
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
は
債
務
者
（
Ｂ
）
に
よ
っ
て
第
三
者
（
Ｃ
）
に
移
転
さ
れ
る
。
債
務
者
（
Ｂ
）

と
第
三
者
（
Ｃ
）
は
債
務
引
受
を
債
権
者
（
Ａ
）
に
通
知
し
た
後
、
債
権
者
（
Ａ
）
の
同
意
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
債
権
者
（
Ａ
）
に
対

し
て
効
力
を
有
す
る
」
と
し
た
上
で
、
一
五
六
条
は
、
債
権
者
に
お
け
る
事
前
の
同
意
に
つ
い
て
「
一
、
債
権
者
が
債
務
引
受
前
に
同
意

を
表
示
し
て
い
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
（
Ｂ
）
と
第
三
者
（
Ｃ
）
が
（
債
務
引
受
の
）
合
意
を
し
、
か
つ
債
務
引
受
を
書
面
で
債
権

者
に
通
知
し
た
と
き
に
、
債
務
の
移
転
が
発
生
す
る
。
二
、
債
権
者
（
Ａ
）
は
事
前
の
同
意
を
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

同
意
時
に
お
い
て
撤
回
の
権
利
を
保
留
し
て
い
た
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
五
七
条
一
項
は
、
債
務
引

受
後
に
お
け
る
債
権
者
の
権
利
行
使
に
つ
い
て
「
債
務
移
転
後
、
債
権
に
属
す
る
権
利
は
原
債
務
者
（
Ｂ
）
で
は
な
く
新
債
務
者
（
Ｃ
）

に
対
し
て
行
使
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
お
り
、
一
五
七
条
の
二
項
か
ら
四
項
に
お
い
て
は
、
債
務
引
受
に
伴
う
質
権
、
抵

当
権
、
保
証
と
い
っ
た
担
保
の
処
遇
、
原
債
務
者
が
約
し
た
約
定
利
息
、
約
定
違
約
金
、
違
約
手
付
金
に
お
け
る
引
受
人
の
責
任
に
つ
い

て
定
め
て
い
る
。

　
こ
こ
か
ら
、
債
務
引
受
に
つ
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
民
法
典
も
ま
た
明
確
に
「
債
務
の
移
転
」
と
し
て
構
成
し
、
原
債
務
者
が
債
権
債
務
関

係
か
ら
離
脱
す
る
免
責
的
債
務
引
受
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
、
下
記
に
紹
介
す
る
一
五
八
条
ま
で
が
債
務
引

受
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
一
五
九
条
は
契
約
譲
渡
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
た
め
、
債
務
引
受
に
つ
い
て
は
、
免
責
的
債
務
引
受
に
関
す

る
規
定
の
み
が
置
か
れ
て
お
り
、
併
存
的
債
務
引
受
の
規
定
を
設
け
て
い
な
い
こ
と
が
特
徴
的
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
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な
お
、
一
五
八
条
は
「
原
債
務
者
（
Ｂ
）
と
新
債
務
者
（
Ｃ
）
と
の
間
に
お
け
る
債
務
移
転
の
原
因
と
な
っ
た
法
律
関
係
が
無
効
で
あ

る
場
合
、
ま
た
は
無
効
で
あ
る
と
宣
告
さ
れ
た
場
合
、
ま
た
は
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
、
債
権
者
は
双
方
当
事
者
（
Ｂ
Ｃ
）
に
対

し
、
債
務
が
原
債
務
者
（
Ｂ
）
に
再
移
転
す
る
こ
と
を
通
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
事
者
（
Ｂ
Ｃ
）
の
一
方
は
、
債
権
者
（
Ａ
）
に
対

し
、
合
理
的
な
期
間
内
に
お
い
て
こ
の
通
知
を
す
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
、
原
債
務
者
―
引
受
人
間
に
お
け
る
債
務

引
受
契
約
が
無
効
で
あ
る
場
合
等
に
つ
い
て
も
規
定
を
置
い
て
い
る
。

　
　
⑶
　
契
約
譲
渡
の
規
定

　
オ
ラ
ン
ダ
民
法
典
は
契
約
譲
渡
に
つ
い
て
、
債
務
引
受
と
同
じ
く
第
六
編
「
債
権
総
則
」
二
章
「
債
権
と
債
務
の
移
転
お
よ
び
債
権
の

放
棄
」
三
節
「
債
務
引
受
と
契
約
引
受
」
一
五
九
条
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
定
め
て
い
る
。

一
五
九
条
「
一
、
契
約
当
事
者
の
一
方
（
Ｂ
）
は
相
手
方
（
Ａ
）
の
同
意
を
得
て
、
第
三
者
（
Ｃ
）
と
証
書
を
作
成
す
る
方
式
に
よ
っ
て
、
相
手
方

（
Ａ
）
と
の
法
律
関
係
を
第
三
者
（
Ｃ
）
に
移
転
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
二
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
、
全
て
の
権
利
と
義
務
が
第
三
者
（
Ｃ
）
に
移
転
す
る
と
い
う
効
力
が
生
じ
る
。
た
だ
し
、
派
生
的
な
権
利
義
務
、
ま
た

は
す
で
に
期
限
が
到
来
し
て
い
る
権
利
義
務
は
こ
の
限
り
で
な
い
。

　
三
、
本
編
第
一
五
六
条
お
よ
び
一
五
七
条
一
項
な
い
し
三
項
の
規
定
は
本
条
に
規
定
す
る
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。」

　
こ
の
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
民
法
典
は
契
約
譲
渡
に
つ
い
て
、
譲
渡
人
は
被
譲
渡
人
に
よ
る
同
意
を
得
て
、
第
三
者
と
の
間
で
譲
渡
に
つ
い

て
の
証
書
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
ま
た
、
債
務
引
受
の
規
定
を
準
用
す
る
こ
と
で
、
契
約
譲
渡
に

よ
っ
て
発
生
す
る
権
利
義
務
の
移
転
の
う
ち
、
債
務
引
受
の
側
面
を
重
視
し
た
立
法
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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4
　
中
国
合
同
法
（
一
九
九
九
年
）

　
　
⑴
　
中
国
合
同
法
の
概
）
27
（

要

　
中
国
に
お
け
る
現
行
の
契
約
法
に
あ
た
る
「
中
華
人
民
共
和
国
合
同
法
（
以
下
、
中
国
合
同
法
ま
た
は
新
合
同
法
と
表
記
す
る
）」
は
、
一

九
九
九
年
三
月
一
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
九
期
全
国
人
民
代
表
大
会
（
以
下
、
全
人
代
と
略
記
す
る
）
第
二
回
会
議
に
お
い
て
公
布
さ
れ
、

同
年
一
〇
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
か
つ
て
中
国
に
お
い
て
は
、
中
国
国
内
に
お
け
る
経
済
契
約
関
係
を
調
整
す
る
「
経
済
合
同
法
」

（
一
九
八
一
年
一
二
月
二
三
日
公
布
、
翌
年
七
月
一
日
施
行
）、
対
外
的
な
経
済
契
約
関
係
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
「
渉
外
経
済
合
同
法
」（
一
九

八
五
年
三
月
二
一
日
公
布
、
同
年
七
月
一
日
施
行
）、
そ
し
て
科
学
技
術
体
制
の
改
革
と
科
学
技
術
市
場
の
発
展
を
受
け
て
制
定
さ
れ
た
「
技

術
合
同
法
」（
一
九
八
七
年
六
月
二
三
日
公
布
、
同
年
一
一
月
一
日
施
行
）
と
い
う
三
つ
の
契
約
法
（
以
下
、
旧
合
同
法
と
称
す
る
）
が
存
在
し
て

い
）
28
（

た
。
こ
の
よ
う
に
「
三
法
併
存
」
の
局
面
に
置
か
れ
て
い
た
旧
合
同
法
は
、
改
革
開
放
の
初
期
に
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
行
政
官
庁
に
よ
る

主
導
の
下
で
起
草
さ
れ
た
た
め
、
相
互
間
に
お
け
る
規
定
内
容
の
整
合
性
が
欠
如
し
て
い
た
。
ま
た
、
一
九
八
一
年
に
お
け
る
経
済
合
同

法
の
制
定
か
ら
す
で
に
一
〇
数
年
が
経
過
し
て
お
り
、
旧
合
同
法
は
、
そ
の
間
の
中
国
社
会
に
お
い
て
遂
げ
ら
れ
た
改
革
開
放
の
不
断
な

深
化
と
拡
大
、
社
会
的
・
経
済
的
発
展
に
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
）
29
（
た
。
そ
こ
で
、
一
九
九
三
年
に
経
済
合
同
法
の
必
要
部
分
に
の

み
臨
時
的
な
改
）
30
（
正
を
施
し
た
上
で
、
新
た
な
合
同
法
（
現
行
の
中
国
合
同
法
）
の
制
定
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
）
31
（
た
。
現
行
の
中
国
合
同

法
は
、
総
則
（
一
般
規
定
、
契
約
の
締
結
、
契
約
の
効
力
、
契
約
の
履
行
、
契
約
の
変
更
と
譲
渡
、
契
約
の
権
利
義
務
の
終
了
、
違
約
責
任
の
全
八
章
・

一
二
九
条
）
と
各
則
（
売
買
、
電
力
・
水
・
ガ
ス
・
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
供
給
使
用
、
贈
与
、
金
銭
消
費
貸
借
、
賃
貸
借
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
リ
ー
ス
、
請
負
、

建
設
工
事
、
運
送
、
技
術
、
寄
託
、
倉
庫
保
管
、
委
託
、
取
引
代
行
、
仲
介
契
約
の
全
一
五
章
・
二
九
八
条
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

に
、
旧
合
同
法
の
条
文
数
が
合
わ
せ
て
わ
ず
か
一
五
五
条
（
経
済
合
同
法
の
九
三
年
改
正
後
は
一
四
五
）
32
（
条
）
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
に
対
し
、
総

則
と
各
則
、
施
行
日
と
旧
合
同
法
の
廃
止
に
つ
い
て
定
め
た
附
則
（
四
二
八
条
）
を
合
わ
せ
て
全
二
三
章
・
四
二
八
条
か
ら
成
る
新
合
同

法
は
、
そ
の
三
倍
近
く
に
も
及
ぶ
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
旧
合
同
法
に
お
け
る
条
文
が
簡
易
的
す
ぎ
る
と
い
う
欠
陥
を
克
服
し
た
と
考
え
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ら
れ
て
い
）
33
（
る
。

　
　
⑵
　
債
務
引
受
の
規
定

　
中
国
合
同
法
は
、
総
則
編
の
う
ち
、
第
五
章
「
契
約
の
変
更
と
譲
渡
」（
七
七
―
九
〇
条
）
に
お
い
て
債
権
譲
渡
お
よ
び
債
務
引
受
、
そ

し
て
契
約
譲
渡
に
つ
い
て
規
定
を
置
い
て
い
）
34
（
る
。
ま
ず
、
債
務
引
受
に
関
す
る
主
な
規
定
内
容
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

八
四
条
「
債
務
者
（
Ｂ
）
が
契
約
上
の
義
務
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
第
三
者
（
Ｃ
）
に
移
転
す
る
場
合
は
、
債
権
者
（
Ａ
）
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。」

八
五
条
「
債
務
者
（
Ｂ
）
が
第
三
者
（
Ｃ
）
に
義
務
を
移
転
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
債
務
者
（
Ｃ
）
は
原
債
務
者
（
Ｂ
）
が
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
し

て
有
し
て
い
た
抗
弁
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」

八
六
条
「
債
務
者
（
Ｂ
）
が
義
務
を
第
三
者
（
Ｃ
）
に
移
転
し
た
場
合
に
お
い
て
、
新
債
務
者
（
Ｃ
）
は
主
た
る
債
務
に
関
連
す
る
従
た
る
債
務
も
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　
　
　
①
　
八
四
条
の
適
用
範
囲
に
つ
い
て

　
こ
の
よ
う
に
、
中
国
合
同
法
は
債
務
の
全
部
移
転
お
よ
び
一
部
移
転
に
つ
い
て
「
債
務
の
移
転
」
構
成
に
基
づ
い
て
明
文
規
定
を
設
け

て
い
る
が
、
そ
の
規
定
内
容
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
八
四
条
の
規
定
内
容
に
つ
い
て
、
債
務
の
全
部
移

転
と
い
う
の
が
、
債
務
者
の
債
権
債
務
関
係
か
ら
の
離
脱
を
伴
う
い
わ
ゆ
る
「
免
責
的
債
務
引
受
」
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
異
論
は
な
い

が
、
債
務
の
「
一
部
移
転
」
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
八
四
条
の
適
用
範
囲
に
併
存
的
債
務
引
受
が
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い

て
、
学
説
上
の
見
解
が
分
か
れ
て
い
）
35
（

る
。
ま
ず
、
債
務
引
受
の
対
象
と
な
っ
た
債
務
が
一
部
で
あ
る
場
合
、
併
存
的
債
務
引
受
を
含
ま
な

い
と
す
る
立
場
は
、
そ
の
部
分
に
つ
い
て
は
引
受
人
の
み
が
負
担
す
る
こ
と
か
ら
「
免
責
的
（
一
部
）
債
務
引
受
」
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
の
に
対
し
て
、
併
存
的
債
務
引
受
を
含
む
と
す
る
立
場
は
、
残
り
の
債
務
に
つ
い
て
は
依
然
と
し
て
債
務
者
が
負
担
す
る
点
に
着
目
し
、

債
務
者
と
引
受
人
が
分
担
し
て
負
担
す
る
こ
と
か
ら
併
存
的
債
務
引
受
を
構
成
す
る
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
併
存
的
債
務
引
受
を
含
む
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と
す
る
後
者
の
立
場
は
、
債
務
の
全
部
移
転
が
な
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
も
、
債
務
者
が
引
受
人
と
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
場
合
に

は
、
債
務
者
が
債
権
債
務
関
係
か
ら
離
脱
し
な
い
た
め
、
債
務
の
一
部
移
転
に
あ
た
る
と
主
張
す
る
。
な
お
、
債
務
の
「
一
部
移
転
」
に

は
併
存
的
債
務
引
受
を
読
み
込
ま
ず
、
八
四
条
は
免
責
的
債
務
引
受
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
と
い
う
の
が
通
説
的
見
解
と
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
）
36
（
る
。
も
ち
ろ
ん
、
八
四
条
を
免
責
的
債
務
引
受
に
関
す
る
規
定
と
捉
え
る
通
説
的
見
解
も
、
併
存
的
債
務
引
受
自
体
の
有
効
性
は

承
認
し
て
い
る
。

　
　
　
②
　
併
存
的
債
務
引
受
の
法
的
構
成
に
関
す
る
中
国
の
学
説

　
日
本
民
法
上
、
債
務
者
―
引
受
人
間
に
お
け
る
併
存
的
債
務
引
受
の
合
意
は
「
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
」
と
し
て
有
効
で
あ
り
、

債
権
者
が
引
受
人
に
対
す
る
給
付
請
求
権
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、
債
権
者
に
お
け
る
受
益
の
意
思
表
示
を
要
す
る
と
い
う
の
が
判
）
37
（
例
・

通
）
38
（

説
の
見
解
で
あ
る
こ
と
は
、
論
を
俟
た
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
に
係
る
最
判
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
も
ま

た
、
譲
渡
業
者
（
Ａ
）
と
譲
受
業
者
（
Ｙ
）
の
貸
金
債
権
の
譲
渡
に
か
か
る
債
権
譲
渡
基
本
契
約
中
に
併
存
的
債
務
引
受
条
項
が
置
か
れ

て
い
た
事
案
に
お
い
て
、
譲
渡
業
者
（
Ａ
）
と
譲
受
業
者
（
Ｙ
）
が
併
存
的
債
務
引
受
を
変
更
（
撤
回
）
す
る
旨
の
契
約
を
締
結
す
る
ま

で
の
間
、
債
権
者
た
る
借
主
（
Ｘ
）
は
譲
受
業
者
（
Ｙ
）
に
対
し
て
準
法
律
行
為
た
る
弁
済
を
し
た
だ
け
で
、
法
律
行
為
た
る
受
益
の
意

思
表
示
と
み
る
余
地
の
あ
る
行
為
を
し
て
い
な
い
と
し
て
、
債
権
者
（
Ｘ
）
に
よ
る
譲
受
業
者
（
Ｙ
）
へ
の
過
払
金
返
還
請
求
を
棄
却
し

た
（
な
お
、
本
事
案
に
お
い
て
譲
渡
当
事
者
た
る
Ａ
Ｙ
は
Ｘ
に
対
し
、「
現
在
お
手
持
ち
の
Ａ
社
カ
ー
ド
は
利
用
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
お

取
引
は
Ｙ
社
カ
ー
ド
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、
お
借
入
ご
希
望
の
際
は
、
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。」、「
本
件
に
関
す
る
お
問
合
せ
先
、
お

よ
び
Ａ
に
お
け
る
譲
渡
日
ま
で
の
取
引
に
係
る
紛
争
等
の
窓
口
は
、
Ｙ
と
な
り
ま
す
こ
と
を
、
あ
わ
せ
て
連
絡
し
ま
す
。」
と
記
載
さ
れ
た
通
知
書
を
送
付

し
、
Ａ
に
お
け
る
貸
付
業
務
を
停
止
（
廃
業
）
し
て
い
る
）。
本
判
決
が
最
判
平
成
二
三
年
三
月
二
二
日
の
判
示
し
た
「
貸
金
業
者
（
以
下
「
譲

渡
業
者
」
と
い
う
。）
が
貸
金
債
権
を
一
括
し
て
他
の
貸
金
業
者
（
以
下
「
譲
受
業
者
」
と
い
う
。）
に
譲
渡
す
る
旨
を
合
意
し
た
場
合
に
お
い

て
、
譲
渡
業
者
の
有
す
る
資
産
の
う
ち
何
が
譲
渡
の
対
象
で
あ
る
か
は
、
上
記
合
意
の
内
容
い
か
ん
に
よ
る
と
い
う
べ
き
で
あ
」
る
と
い
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う
論
理
を
踏
襲
し
た
点
に
つ
い
て
は
差
し
当
た
り
置
い
て
お
く
と
し
て
も
、
前
記
の
事
実
関
係
の
下
で
、
Ａ
Ｙ
間
の
併
存
的
債
務
引
受
を

第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
と
し
て
構
成
し
、
Ｘ
に
お
け
る
受
益
の
意
思
表
示
の
有
無
に
つ
い
て
厳
格
な
判
断
を
下
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

導
か
れ
た
結
論
と
い
う
の
は
、
い
さ
さ
か
合
理
性
に
欠
け
る
も
の
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
私
見
は
、
併
存
的
債
務
引

受
に
つ
い
て
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
と
し
て
構
成
す
る
こ
と
の
必
然
性
、
仮
に
そ
の
よ
う
な
構
成
を
採
る
と
し
て
も
債
権
者
に
お
け

る
厳
格
な
受
益
の
意
思
表
示
を
要
求
す
る
こ
と
の
必
然
性
に
疑
問
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
点
、
中
国
に
お
い
て
は
債
務
者
―
引
受
人

間
に
お
け
る
併
存
的
債
務
引
受
に
関
し
て
大
変
興
味
深
い
解
釈
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
た
め
、
以
下
に
少
し
く
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
中
国
の
学
説
の
中
に
は
、
前
述
し
た
日
本
民
法
の
通
説
的
な
解
釈
論
を
導
入
し
、
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
と
し
て
構
成
す
る
も
の

も
あ
）
39
（
る
が
、
近
時
で
は
、
①
契
約
類
型
と
し
て
は
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
に
属
す
る
が
、
債
権
者
の
同
意
を
得
る
必
要
は
な
く
、
原

則
と
し
て
債
権
者
へ
の
通
知
を
要
す
）
40
（

る
、
②
債
務
者
と
引
受
人
が
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
で
、
債
権
者
は
い
ず
れ
か
に
よ
る
債

務
の
履
行
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
債
権
者
に
よ
る
同
意
は
不
要
で
あ
る
。
も
っ
て
債
権
者
に
お
け
る
利
益
の
保
護
と
債
務
者

に
お
け
る
契
約
の
自
由
が
実
現
し
、
債
権
者
と
債
務
者
間
に
お
け
る
利
益
衡
量
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
取
引
の
円
滑
化
に
も
資
す
）
41
（

る
、
③

債
務
者
―
引
受
人
間
に
お
け
る
併
存
的
債
務
引
受
は
、
免
責
的
な
そ
れ
と
異
な
り
、
引
受
人
の
加
入
は
、
債
務
者
の
負
担
す
る
債
務
に
何

ら
影
響
（
減
少
ま
た
は
消
滅
）
を
与
え
な
い
た
め
、
債
権
者
の
同
意
は
不
要
で
あ
）
42
（

る
、
④
引
受
人
と
し
て
第
三
者
が
加
わ
る
こ
と
で
、
債

権
者
の
利
益
保
護
が
強
め
ら
れ
、
債
権
の
実
現
可
能
性
も
向
上
す
る
た
め
、
債
権
者
の
同
意
は
不
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
は
債
権

者
に
対
し
て
「
債
務
者
に
代
わ
っ
て
債
務
を
引
き
受
け
る
」
旨
を
付
し
て
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
な
お
、
こ
の
通
知
に
つ
い
て
は
、

債
権
者
が
第
三
者
に
よ
る
加
入
に
つ
い
て
明
示
的
に
反
対
し
た
場
合
、
ま
た
は
第
三
者
に
よ
る
通
知
が
債
権
者
に
到
達
す
る
前
に
、
も
し

く
は
到
達
と
同
時
に
撤
回
し
た
場
合
で
な
け
れ
ば
、
い
っ
た
ん
債
権
者
の
も
と
に
到
達
し
た
以
上
は
、
撤
回
す
る
こ
と
が
で
き
な
）
43
（
い
、
と

い
っ
た
よ
う
な
債
権
者
に
よ
る
介
入
を
不
要
と
す
る
見
解
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
日
本
に
お
い
て
も
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
の
構
成
（
を
採
る
こ
と
に
よ
っ
て
債
権
者
に
お
け
る
受
益
の
意
思
表
示
を
要
求
す
る
こ
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と
と
な
る
点
）
に
対
し
て
疑
問
を
呈
す
る
学
説
と
し
て
、
奥
田
昌
道
博
士
は
「
併
存
的
債
務
引
受
に
お
い
て
は
、
従
来
の
債
務
者
の
責
任

財
産
は
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
新
た
に
引
受
人
の
責
任
財
産
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
担
保
力
の
強
化
を
伴
う
だ
け
で
あ
っ
て
、

債
権
者
に
何
ら
不
利
益
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
こ
の
点
か
ら
債
権
者
の
承
諾
は
不
要
で
あ
」
り
、「
金
銭
債
務
の
よ
う
に
債
務

の
性
質
上
の
移
転
制
限
の
な
い
債
務
に
お
い
て
は
、
併
存
的
債
務
引
受
に
つ
い
て
債
権
者
の
承
諾
を
必
要
と
す
べ
き
理
由
を
見
い
だ
し
が

た
い
」
と
し
た
上
で
、「
通
説
が
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
構
成
に
依
拠
し
て
債
権
者
の
承
諾
（
受
益
の
意
思
表
示
）
を
必
要
と
す
る
の

は
、
お
よ
そ
債
務
に
お
い
て
は
債
権
と
異
な
り
、
そ
の
主
体
（
債
務
者
）
の
意
思
に
よ
る
移
転
は
債
権
者
の
承
諾
な
き
限
り
不
可
能
で
あ

る
（
債
務
を
処
分
す
る
こ
と
に
な
る
か
ら
）
と
い
う
考
え
方
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
見
解
を
示
し
て
お
）
44
（

り
、
先
に
紹
介
し
た
中

国
の
学
説
お
よ
び
奥
田
説
に
い
う
法
的
構
成
に
よ
れ
ば
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
最
判
二
四
年
六
月
二
九
日
の
事
案
に
つ
い
て
も
よ
り
適
切

な
結
論
を
導
く
こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
中
間
試
案
が
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
の
構

成
を
採
用
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
私
見
は
、
要
綱
案
の
作
成
に
向
け
た
今
後
の
議
論
に
お
い
て
、
①
こ
の
よ
う
な
構
成

を
採
用
す
る
こ
と
の
当
否
、
そ
し
て
②
こ
の
よ
う
な
構
成
を
採
用
す
る
場
合
に
は
、
債
権
者
に
お
け
る
受
益
の
意
思
表
示
を
厳
格
に
要
求

す
る
こ
と
の
当
）
45
（
否
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
　
⑶
　
契
約
譲
渡
の
規
定

　
中
国
合
同
法
は
、
債
務
引
受
に
続
い
て
、
八
八
条
以
下
に
お
い
て
契
約
譲
渡
に
関
す
る
規
定
を
置
い
て
い
る
。
ま
ず
、
契
約
譲
渡
の
成

立
に
つ
い
て
、
八
八
条
は
「
当
事
者
の
一
方
（
Ｂ
）
は
、
相
手
方
（
Ａ
）
の
同
意
を
得
て
、
自
己
（
Ｂ
）
の
契
約
上
の
権
利
お
よ
び
義
務

を
一
括
し
て
第
三
者
（
Ｃ
）
に
譲
渡
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
被
譲
渡
人
（
Ａ
）
に
お
け
る
同
意
を
要
件
と
し
て
認
め
て
い
る
。

つ
ぎ
に
、
契
約
譲
渡
の
効
力
に
つ
い
て
、
八
九
条
は
「
権
利
お
よ
び
義
務
を
一
括
し
て
譲
渡
す
る
場
合
は
、
七
九
条
、
八
一
か
ら
八
三
条
、

八
五
か
ら
八
七
条
の
規
定
を
適
用
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、
契
約
譲
渡
を
債
権
債
務
の
移
転
と
し
て
構
成
し
、
債
権
譲
渡
と
債
務
引
受

の
規
定
を
準
用
す
る
立
法
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
債
権
譲
渡
の
規
定
と
し
て
、
七
九
条
は
債
権
の
譲
渡
可
能
性
お
よ
び
譲
渡
可
能
な
債
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権
、
八
一
条
は
従
た
る
権
利
の
付
随
性
、
八
二
条
は
債
務
者
の
抗
弁
権
、
八
三
条
は
債
務
者
の
相
殺
権
に
つ
い
て
、
八
七
条
は
債
権
譲
渡

と
債
務
引
受
に
共
通
す
る
認
可
お
よ
び
登
記
等
の
手
続
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
し
て
い
）
46
（

る
。
ま
た
九
〇
条
は
、
契
約
に
よ
ら
な
い
契

約
譲
渡
、
す
な
わ
ち
合
併
と
分
割
に
よ
る
契
約
の
「
法
定
移
）
47
（
転
」
に
つ
い
て
、
合
併
・
分
割
後
の
企
業
法
人
に
よ
る
権
利
行
使
お
よ
び
債

務
負
担
に
つ
い
て
定
め
た
民
法
通
則
四
四
条
を
よ
り
具
体
化
す
る
形
で
「
当
事
者
が
契
約
の
締
結
後
に
合
併
す
る
場
合
は
、
合
併
後
の
法

人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
が
契
約
上
の
権
利
を
行
使
し
、
義
務
を
履
行
す
る
。
当
事
者
が
契
約
の
締
結
後
に
分
割
し
た
場
合
は
、
債
権
者

と
債
務
者
の
間
に
お
い
て
別
段
の
約
定
が
な
い
限
り
、
分
割
後
の
法
人
ま
た
は
そ
の
他
の
組
織
は
契
約
上
の
権
利
お
よ
び
義
務
に
つ
い
て
、

連
帯
債
権
を
有
し
、
連
帯
し
て
債
務
を
負
担
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
。
分
割
後
に
お
け
る
債
務
の
帰
属
に
つ
い
て
み
る
と
、
合
同
法
も

ま
た
、
後
述
す
る
最
高
人
民
法
院
に
よ
る
司
法
解
釈
（
二
〇
〇
三
年
一
号
）
と
同
様
に
、
別
段
の
約
定
を
認
め
る
こ
と
で
当
事
者
の
意
思

を
重
視
し
て
い
な
が
ら
も
、
原
則
と
し
て
分
割
前
後
の
法
人
に
よ
る
連
帯
債
務
の
負
担
を
要
求
す
る
こ
と
で
、
債
務
免
脱
の
防
止
と
債
権

者
保
護
の
実
現
を
図
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
よ
）
48
（
う
。

㈡
　
債
務
引
受
制
度
に
つ
い
て
の
み
明
文
規
定
を
持
つ
国

1
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
（
二
〇
一
二
年
七
月
二
五
日
改
正
）

　
　
⑴
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
概
）
49
（
要

　
一
八
一
一
年
六
月
一
日
に
公
布
さ
れ
、
翌
一
八
一
二
年
一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
）
50
（

典
は
、
一
八
世
紀
末
か

ら
一
九
世
紀
初
め
に
か
け
て
行
わ
れ
た
法
典
編
纂
の
過
程
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
お
よ
び
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
と
並
ぶ

「
三
大
私
法
典
」
で
あ
っ
た
。
一
七
四
九
年
、
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
女
大
公
で
あ
っ
た
マ
リ
ア
・
テ
レ
ジ
ア
は
、
全
国
に
お
け
る
司
法

の
統
一
を
目
指
し
て
、
従
来
は
行
政
の
一
部
門
で
あ
っ
た
司
法
を
独
立
さ
せ
、
最
高
裁
判
所
の
前
身
に
あ
た
る
最
高
司
法
庁
を
作
る
と
と

も
に
、
一
七
五
三
年
に
は
「
宮
廷
編
纂
委
員
会
」
を
設
立
し
、
民
法
典
の
起
草
を
命
じ
た
。
同
委
員
会
は
、
一
三
年
後
の
一
七
六
六
年
に
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「
テ
レ
ジ
ア
法
典
」
と
称
さ
れ
た
八
巻
に
わ
た
る
草
案
を
提
示
し
た
も
の
の
、
諮
問
官
庁
と
し
て
立
法
と
行
政
に
関
す
る
重
要
な
前
決
定

を
行
っ
て
い
た
国
家
評
議
会
の
審
議
に
か
け
ら
れ
た
際
、
ロ
ー
マ
法
の
影
響
を
強
く
受
け
す
ぎ
て
い
る
と
い
っ
た
よ
う
な
批
判
的
な
意
見

が
数
多
く
出
さ
れ
た
た
め
、
テ
レ
ジ
ア
女
大
公
は
同
法
典
を
修
正
す
る
よ
う
同
委
員
会
に
命
じ
る
と
と
も
に
、
高
官
で
あ
っ
た
ホ
ル
テ
ン

を
新
た
な
責
任
者
と
し
て
任
命
し
た
。
そ
し
て
、
ホ
ル
テ
ン
主
導
の
下
で
一
七
七
六
年
に
「
ホ
ル
テ
ン
草
案
」
が
完
成
し
、
同
草
案
に
お

け
る
身
分
関
係
の
規
定
は
「
ヨ
ー
ゼ
フ
法
典
」
と
し
て
一
七
八
六
年
一
一
月
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
テ
レ
ジ
ア
の
息
子
で

あ
っ
た
レ
オ
ポ
ル
ド
二
世
が
一
七
九
〇
年
に
即
位
す
る
と
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
の
著
名
な
自
然
法
学
者
・
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
教
授
を
委
員
長
と

す
る
「
宮
廷
委
員
会
」
を
新
た
に
設
立
し
、
一
七
九
六
年
に
は
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
さ
れ
る
「
マ
ル

テ
ィ
ー
ニ
草
案
」
が
す
べ
て
完
成
し
た
。
そ
の
後
、
同
草
案
は
修
正
を
経
て
「
西
ガ
リ
ツ
ィ
ア
法
典
（
Ｗ
Ｇ
Ｇ
Ｂ
）」
と
し
て
、
一
七
九

八
年
一
月
一
日
よ
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
二
つ
の
地
域
・
東
西
ガ
リ
ツ
ィ
ア
に
お
い
て
試
験
的
に
施
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
宮
廷
委
員
会
は
、

一
四
の
機
関

―
高
等
裁
判
所
、
各
地
方
の
行
政
当
局
、
ウ
ィ
ー
ン
大
学
・
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
大
学
・
プ
ラ
ハ
大
学
・
フ
ラ
イ
ブ
ル
ク
大

学
の
法
学
部
等

―
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
、
政
府
の
要
請
に
基
づ
い
て
「
マ
ル
テ
ィ
ー
ニ
草
案
」
に
つ
い
て
討
議
を
重
ね

た
。
そ
し
て
、
同
草
案
は
一
八
〇
一
年
か
ら
一
八
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
三
読
会
を
通
過
し
、
一
八
一
一
年
六
月
一
日
に
オ
ー

ス
ト
リ
ア
皇
帝
フ
ラ
ン
ツ
一
世
の
承
認
を
経
て
、「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
」
と
し
て
公
布
さ
れ
、
一
八
一
二
年
よ
り
施
行
さ
れ
た
。

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
は
、
民
法
の
一
般
規
則
に
つ
い
て
定
め
た
序
編
に
加
え
、
人
の
権
利
お
よ
び
婚
姻
等
に
つ
い
て
定
め
た
第

一
編
「
人
」（
全
五
章
）、
物
権
と
債
権
に
つ
い
て
定
め
た
第
二
編
「
財
産
」（
全
三
〇
章
）、
第
三
編
「
人
と
財
産
の
共
通
規
定
」（
全
四

章
）
の
計
三
編
・
三
九
章
・
一
五
〇
二
条
か
ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
フ
ラ
ン
ス
民
法
や
プ
ロ
イ
セ
ン
一
般
ラ
ン
ト
法
に
比
べ
て
簡
潔
化
さ

れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
⑵
　
債
務
引
受
の
規
定

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
け
る
債
務
引
受
の
規
定
は
、
前
記
の
第
三
編
「
人
と
財
産
の
共
通
規
定
」
二
章
「
権
利
と
義
務
の
変
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更
」
の
う
ち
、
債
務
引
受
に
よ
る
権
利
義
務
の
変
更
と
し
て
一
四
〇
四
条
以
下
に
置
か
れ
て
い
）
51
（
る
。

　
　
　
①
　
履
行
引
受

一
四
〇
四
条
「
債
務
者
（
Ｂ
）
の
債
務
を
引
き
受
け
、
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
し
て
給
付
を
な
す
履
行
引
受
人
（
Ｃ
）
が
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
し
て
債
務

を
履
行
し
な
い
場
合
に
お
い
て
、
履
行
引
受
人
（
Ｃ
）
は
債
務
者
（
Ｂ
）
に
対
し
て
賠
償
責
任
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
に

よ
っ
て
債
権
者
（
Ａ
）
の
有
す
る
権
利
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。」

　
こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
は
、
ま
ず
履
行
引
受
に
関
す
る
規
定
が
置
か
れ
て
お
り
、
日
本
民
法
に
お
け
る
履
行
引

受
の
解
）
52
（
釈
と
同
様
、
債
権
者
は
履
行
引
受
人
に
対
す
る
給
付
請
求
権
を
有
さ
ず
、
債
務
者
が
履
行
引
受
人
に
対
し
、
債
権
者
へ
の
債
務
の

履
行
を
請
求
で
き
る
に
す
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
）
53
（

る
。

　
　
　
②
　
免
責
的
債
務
引
受
と
併
存
的
債
務
引
受

一
四
〇
五
条
「
債
務
者
（
Ｂ
）
に
対
し
て
債
務
を
引
き
受
け
る
旨
を
表
示
し
た
引
受
人
（
Ｃ
）
は
、
債
権
者
（
Ａ
）
が
同
意
す
る
場
合
に
お
い
て
、
債

務
者
（
Ｂ
）
に
代
わ
る
新
た
な
債
務
者
と
な
る
。
債
権
者
（
Ａ
）
が
同
意
す
る
ま
で
の
間
あ
る
い
は
債
務
者
（
Ｂ
）
が
債
務
引
受
を
拒
否
し
た
場
合
、

引
受
人
（
Ｃ
）
は
一
四
〇
四
条
と
同
様
の
責
任
を
負
担
す
る
。
債
権
者
（
Ａ
）
に
よ
る
同
意
は
、
債
務
者
（
Ｂ
）
に
対
す
る
表
示
で
も
、
引
受
人

（
Ｃ
）
に
対
す
る
表
示
で
も
よ
い
。」

一
四
〇
六
条
「（
１
）
債
務
者
（
Ｂ
）
と
の
約
定
が
な
い
場
合
に
お
い
て
、
第
三
者
（
Ｃ
）
は
債
権
者
（
Ａ
）
と
の
合
意
に
よ
っ
て
、
債
務
を
引
き
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　（
２
）
疑
問
が
あ
る
場
合
に
は
、
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
し
て
表
示
し
た
債
務
引
受
は
、
原
債
務
者
（
Ｂ
）
に
代
わ
っ
て
債
務
を
負
担
す
る
も
の
で
は

な
く
、
原
債
務
者
（
Ｂ
）
と
共
同
し
て
負
担
す
る
も
の
と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
い
て
は
、
①
債
務
者
―
引
受
人
あ
る
い
は
②
債
権
者
―
引
受
人
を
そ
れ
ぞ
れ
主
体
と
す
る
二
類
型
の

免
責
的
債
務
引
受
を
債
務
引
受
の
原
則
形
態
と
し
て
捉
え
た
上
で
、
②
債
権
者
―
引
受
人
が
主
体
と
な
る
場
合
に
お
い
て
、
当
事
者
（
と

り
わ
け
引
受
人
）
の
意
思
が
不
明
瞭
で
あ
る
と
い
っ
た
よ
う
な
疑
問
が
あ
る
と
き
に
限
り
、
併
存
的
債
務
引
受
が
成
立
す
る
と
考
え
ら
れ
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て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
四
〇
五
条
が
規
定
す
る
よ
う
に
、
①
債
務
者
―
引
受
人
間
に
お
け
る
免
責
的
債
務
引
受
に
つ
い
て
債

権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
る
ま
で
の
間
、
ま
た
は
債
務
者
が
こ
れ
を
拒
否
し
た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
併
存
的
債
務
引
受
を
構
成
す
る
の
で
は

な
く
、
引
受
人
が
一
四
〇
四
条
の
規
定
す
る
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
か
ら
、
履
行
引
受
を
構
成
す
る
こ
と
と
な
る
よ
う
で
あ
る
。

　
ま
た
、
一
四
〇
七
条
一
項
は
、
引
受
人
の
負
担
す
る
債
務
に
つ
い
て
「
債
務
者
の
債
務
と
同
一
の
も
の
」
で
あ
り
、
引
受
人
に
お
い
て

「
債
権
者
と
債
務
者
と
の
間
に
お
け
る
法
律
関
係
に
基
づ
い
て
発
生
す
る
抗
弁
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
規
定
し
、
同
条
二
項
は
、

債
権
者
の
権
利
に
つ
い
て
「
債
務
者
の
変
更
に
よ
っ
て
何
ら
影
響
を
受
け
な
い
」
と
し
な
が
ら
も
、
保
証
人
お
よ
び
物
上
保
証
人
に
つ
い

て
は
「
債
務
者
の
変
更
に
対
す
る
同
意
を
表
示
し
た
場
合
に
限
り
、
継
続
し
て
責
任
を
負
担
す
る
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
も
ま
た
、
債
務
引
受
に
つ
い
て
債
務
者
の
負
担
す
る
債
務
が
同
一
性
を
保
っ
て
引
受
人
の
も
と
へ
と
移
転
す
る

「
債
務
移
転
」
の
構
成
を
取
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
③
　
財
産
ま
た
は
企
業
の
譲
り
受
け
に
伴
う
債
務
引
受

　
債
務
引
受
に
関
す
る
規
定
の
う
ち
、「
法
定
の
併
存
的
債
務
引
受
」
に
つ
い
て
定
め
た
一
四
〇
九
条
は
、
平
成
一
八
年
以
降
ふ
た
た
び

日
本
社
会
に
お
い
て
増
加
を
見
せ
た
「
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
」
と
の
関
係
に
お
い
て
、
と
く
に
参
照
に
値
す
る
規
定
で
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

一
四
〇
九
条
「（
１
）
他
者
（
Ｂ
）
の
財
）
54
（

産
ま
た
は
企
業
を
譲
り
受
け
た
者
（
Ｃ
）
は
、
譲
渡
人
（
Ｂ
）
が
継
続
し
て
責
任
を
負
担
す
る
と
と
も
に
、

譲
受
人
（
Ｃ
）
も
当
該
財
産
ま
た
は
企
業
上
の
債
務
に
つ
い
て
、
交
付
（
譲
渡
）
時
に
す
で
に
知
っ
て
い
た
ま
た
は
知
り
え
た
限
度
で
、
債
権
者

（
Ａ
）
に
対
し
て
直
接
的
に
義
務
を
負
う
。
た
だ
し
、
譲
受
人
（
Ｃ
）
に
よ
る
弁
済
が
譲
り
受
け
た
財
産
ま
た
は
企
業
の
価
値
に
達
し
た
場
合
に
は
、

そ
れ
以
上
の
責
任
を
負
担
し
な
く
て
よ
い
。

　（
２
）
譲
受
人
（
Ｃ
）
が
譲
渡
人
（
Ｂ
）
の
近
親
（
破
産
規
則
三
二
条
）
で
あ
る
場
合
、
当
該
財
産
ま
た
は
企
業
の
交
付
（
譲
渡
）
時
に
お
い
て
、

債
務
の
存
在
を
知
ら
な
か
っ
た
ま
た
は
知
り
え
な
か
っ
た
こ
と
を
証
明
し
な
い
限
り
、
前
項
に
規
定
す
る
義
務
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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　（
３
）
譲
渡
人
（
Ｂ
）
と
譲
受
人
（
Ｃ
）
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
約
定
が
債
権
者
（
Ａ
）
に
不
利
益
を
及
ぼ
す
場
合
、
当
該
約
定
は
債
権
者
（
Ａ
）
と

の
関
係
に
お
い
て
無
効
で
あ
る
。」

　
前
述
し
た
通
り
、
平
成
一
八
年
に
み
な
し
弁
済
規
定
の
適
用
が
事
実
上
否
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
は
著
し
く

増
加
し
、
経
営
状
況
の
圧
迫
を
強
い
ら
れ
た
貸
金
業
者
は
債
権
譲
渡
や
事
業
譲
渡
と
い
っ
た
手
法
に
よ
る
企
業
再
編
を
進
め
て
い
く
こ
と

と
な
る
。
そ
う
し
た
中
で
「
貸
金
債
権
の
譲
受
業
者
は
、
貸
金
債
権
の
譲
渡
に
伴
い
、
譲
渡
業
者
が
顧
客
に
対
し
て
負
担
す
る
過
払
金
返

還
債
務
を
も
承
継
す
る
か
」
と
い
う
新
た
な
類
型
の
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
が
出
現
し
、
平
成
二
三
年
以
降
、
三
つ
の
最
高
裁
判
決
が
下

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
に
共
通
す
る
考
え
方
は
「
譲
渡
人
た
る
債
務
者
の
債
務
は
、
原
則
と
し
て
譲
受
人
た
る
引
受
人
に
承
継
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
債
務
者
と
引
受
人
間
に
お
い
て
別
段
の
合
意
が
あ
る
場
合
に
の
み
承
継
さ
れ
る
」
と
い
う
、
い
わ
ば
「
ゼ
ロ
か
ら
の
足
し
算
」
の

論
理
で
あ
）
55
（
る
。
こ
の
よ
う
な
企
業
再
編
に
伴
う
債
務
免
脱
の
問
題
に
つ
い
て
、
中
国
の
最
高
人
民
法
院
が
制
定
し
た
法
的
拘
束
力
を
伴
う

司
法
解
釈
（
法
釈
二
〇
〇
三
年
一
）
56
（
号
）
は
、
譲
渡
当
事
者
の
意
思
を
重
視
し
な
が
ら
も
、「
原
則
と
し
て
債
務
も
す
べ
て
引
受
人
に
承
継
さ

れ
、
譲
渡
当
事
者
間
に
お
け
る
別
段
の
合
意
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
債
務
の
み
不
承
継
と
な
る
」
と
い
う
「
一
〇
〇
か
ら
の
引
き
算
」

の
論
理
を
採
用
し
）
57
（
た
。
さ
ら
に
、
前
記
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
で
は
、
譲
渡
人
の
全
財
産
も
し
く
は
企
業
を
譲
り
受
け
た
場
合
に

つ
い
て
、
譲
り
受
け
た
と
き
に
債
務
者
が
知
り
得
た
限
度
と
い
う
限
定
が
加
わ
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
譲
渡
当
事
者
の
意
思
を
考
慮
す
る

こ
と
な
く
「
譲
渡
人
と
譲
受
人
と
は
併
存
的
に
債
務
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
と
に
加
え
、「
譲
渡
当
事
者
間
に
お
け
る
債
権

者
に
不
利
な
取
り
決
め
も
相
対
的
に
無
効
と
な
る
」
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
に
お
い
て
は

「
マ
イ
ナ
ス
の
債
務
を
譲
渡
人
に
残
し
、
プ
ラ
ス
の
資
産
の
み
を
譲
り
受
け
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
価
値
判
断
に
基
づ
き
、
前
述
し
た

日
本
に
お
け
る
過
払
金
返
還
訴
訟
に
係
る
最
高
裁
判
決
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
中
国
最
高
人
民
法
院
に
よ
る
司
法
解
釈
と
の
比
較
に
お
い

て
も
、
債
務
免
脱
の
防
止
を
目
指
し
た
積
極
的
な
手
当
て
が
立
法
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
債
権
者
保
護
の
観
点

か
ら
極
め
て
有
用
な
規
律
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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2
　
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
典

　
　
⑴
　
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
典
の
概
）
58
（

要

　
一
八
二
二
年
九
月
七
日
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
か
ら
の
独
立
を
果
た
し
た
こ
と
に
伴
い
、
ブ
ラ
ジ
ル
独
自
の
民
法
典
の
制
定
が
目

指
さ
れ
た
。
法
典
化
の
過
程
に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
存
在
し
て
い
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
法
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
法
を
統
一
し
て
体
系
化
す
る
必
要

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
一
九
世
紀
の
著
名
な
法
学
者
・
フ
レ
イ
タ
ス
が
帝
国
政
府
の
依
頼
に
基
づ
い
て
、
一
八
五
八
年
に
「
統
一
民
事

法
」
を
完
成
さ
せ
た
。
同
法
は
四
〇
年
後
に
制
定
さ
れ
た
ド
イ
ツ
民
法
典
に
先
立
ち
、
初
め
て
総
則
と
各
則
と
い
う
構
成
で
編
纂
さ
れ
、

後
述
の
ブ
ラ
ジ
ル
旧
民
法
典
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
五
〇
年
以
上
に
わ
た
っ
て
事
実
上
の
民
法
典
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
は

三
度
に
わ
た
っ
て
民
法
典
の
起
草
を
試
み
た
も
の
の
、
い
ず
れ
も
立
法
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。
一
八
九
九
年
、
政
府
の
依
頼
を
受
け
た
法

学
者
・
ベ
ヴ
ィ
ラ
ク
ア
は
、
統
一
民
事
法
以
降
に
蓄
積
さ
れ
た
経
験
と
学
説
を
取
り
込
み
、
全
一
九
七
三
条
か
ら
成
る
「
ブ
ラ
ジ
ル
民
法

典
草
案
」
を
作
成
し
、
一
九
一
六
年
に
旧
民
法
典
と
し
て
公
布
さ
れ
、
一
九
一
七
年
に
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
旧
民
法
典
も
フ
レ
イ
タ
ス
の

統
一
民
事
法
と
同
様
に
、
総
則
（
人
・
財
産
・
法
律
行
為
の
全
三
編
、
一
七
九
条
）
と
各
則
（
親
族
・
物
権
・
債
権
・
相
続
の
全
四
編
、
一
六
二
八

条
）
か
ら
構
成
さ
れ
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
・
フ
ラ
ン
ス
民
法
典
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
た
。
し
か
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
お
け
る
工
業
化

と
い
う
経
済
的
・
社
会
的
変
化
に
伴
い
、
農
業
国
で
あ
っ
た
と
き
に
制
定
さ
れ
た
旧
民
法
典
は
強
い
批
判
に
さ
ら
さ
れ
、
一
九
六
九
年
に

レ
ア
レ
教
授
（
元
サ
ン
パ
ウ
ロ
大
学
総
長
・
同
大
学
名
誉
教
授
）
を
監
督
と
し
て
、
七
名
の
法
学
者
か
ら
構
成
さ
れ
る
新
民
法
典
の
起
草
委
員

会
が
設
立
さ
れ
た
。
一
九
七
五
年
に
は
同
委
員
会
に
よ
る
新
民
法
典
草
案
が
完
成
し
た
が
、
下
院
に
お
け
る
九
年
間
の
審
議
と
千
箇
所
以

上
の
修
正
と
、
上
院
に
お
け
る
三
百
箇
所
の
修
正
、
政
治
体
制
の
変
革
と
新
憲
法
制
定
の
論
議
に
よ
る
審
議
の
中
断
、
上
院
に
お
け
る
審

議
の
再
開
と
修
正
、
そ
し
て
下
院
に
お
け
る
再
審
議
と
法
案
内
容
の
更
新
を
経
）
59
（
て
、
二
〇
〇
二
年
一
月
一
〇
日
に
よ
う
や
く
公
布
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
。
新
民
法
典
も
ブ
ラ
ジ
ル
の
伝
統
的
な
法
体
系
を
維
持
し
、
総
則
（
人
・
物
・
法
律
行
為
の
全
三
編
、
二
三
二
条
）
と
各
則
（
債

権
・
会
社
法
・
物
権
・
親
族
・
相
続
の
全
五
編
、
一
八
一
四
条
）
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
第
五
編
に
会
社
法
の
規
定
が
置
か
れ
て
い
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る
こ
と
か
ら
、「
民
商
合
一
」
の
特
色
を
有
す
る
民
法
典
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
九
四
二
年
の
イ
タ
リ
ア
新
民
法
典
の
例
に
倣
う

も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
）
60
（

る
。

　
　
⑵
　
債
務
引
受
の
規
）
61
（
定

　
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
典
に
お
け
る
債
務
引
受
の
規
定
は
、
各
則
の
う
ち
、
第
一
編
「
債
権
」
二
章
「
債
権
債
務
の
移
転
」
二
節
「
債
務
引

受
」
二
九
九
条
以
下
に
置
か
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
二
九
九
条
は
債
務
引
受
の
成
立
に
つ
い
て
「
債
権
者
（
Ａ
）
に
お
け
る
明
示
的
な
同
意
を
経
て
、
第
三
者
（
Ｃ
）
は
債
務
者

（
Ｂ
）
の
債
務
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
原
債
務
者
（
Ｂ
）
は
債
務
か
ら
解
放
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
（
Ｃ
）
に
お

い
て
債
務
引
受
時
に
す
で
に
支
払
不
能
で
あ
り
、
債
権
者
（
Ａ
）
が
こ
れ
を
知
ら
な
い
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
当
事
者
（
Ｂ
Ｃ
）

は
い
ず
れ
も
債
権
者
（
Ａ
）
に
対
し
、
債
務
引
受
に
つ
い
て
同
意
す
る
期
限
を
定
め
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
間
に
同
意
が
な
か
っ
た
場
合

は
拒
絶
し
た
も
の
と
み
な
す
」
と
し
て
、
免
責
的
債
務
引
受
に
つ
い
て
債
権
者
の
明
示
的
な
同
意
を
要
件
と
し
て
、
そ
の
成
立
を
認
め
て

お
り
、
債
権
債
務
関
係
か
ら
離
脱
す
る
債
務
者
に
お
い
て
、
支
払
能
力
を
有
し
な
い
第
三
者
に
債
務
を
引
き
受
け
さ
せ
る
こ
と
で
不
当
な

債
務
免
脱
を
図
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
第
三
者
に
お
け
る
支
払
不
能
を
債
権
者
が
知
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
債
務
者
の
離
脱
を
認
め
な
い

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
新
旧
債
務
者
間
に
お
け
る
債
務
引
受
に
対
す
る
債
権
者
の
同
意
が
明
示
的
で
あ
る
こ
と
を
要
求
す
る
と
同
時
に
、

新
旧
債
務
者
の
定
め
た
期
限
内
に
同
意
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
拒
絶
す
る
も
の
と
み
な
す
と
し
て
、
債
権
者
に
お
け
る
同
意
の
認

定
を
厳
し
く
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
債
権
者
保
護
を
図
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
三
〇
〇
条
は
原
債
務
の
担
保
に
つ
い
て
「
債
務
引
受
の
と
き
か
ら
、
原
債
務
者
（
Ｂ
）
が
債
権
者
（
Ａ
）
に
提
供
し
た
特
別
担

保
は
消
滅
し
た
も
の
と
み
な
す
。
た
だ
し
、
担
保
の
継
続
に
関
す
る
原
債
務
者
（
Ｂ
）
の
明
示
的
な
同
意
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
」
と
し
た
上
で
、
三
〇
一
条
は
、
債
務
引
受
契
約
が
取
り
消
さ
れ
た
場
合
に
つ
い
て
「
債
務
お
よ
び
第
三
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
た

担
保
を
除
く
全
て
の
担
保
は
回
復
す
る
。
た
だ
し
、
第
三
者
に
お
い
て
債
務
引
受
の
取
消
の
原
因
と
な
っ
た
法
律
行
為
に
瑕
疵
が
存
す
る
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こ
と
を
知
っ
て
い
た
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
規
定
し
、
三
〇
二
条
は
引
受
人
の
債
権
者
に
対
す
る
抗
弁
権
に
つ
い
て
「
新
債
務

者
（
Ｃ
）
は
原
債
務
者
（
Ｂ
）
の
一
身
に
属
す
る
抗
弁
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
最
後
に
、
三
〇
三
条
は
抵

当
権
付
き
不
動
産
の
譲
受
人
に
よ
る
債
務
の
負
担
と
い
う
物
権
変
動
に
伴
う
債
務
移
転
に
つ
い
て
「
抵
当
権
付
き
の
不
動
産
を
取
得
し
た

者
は
、
被
担
保
債
権
に
お
け
る
弁
済
の
責
任
を
負
担
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
通
知
を
受
け
た
債
権
者
が
債
務
引
受
後
、
三
〇
日
以
内
に
反

対
し
な
け
れ
ば
、
債
権
者
（
Ａ
）
は
こ
れ
に
同
意
す
る
も
の
と
み
な
す
」
と
し
て
、
抵
当
権
が
設
定
さ
れ
た
不
動
産
の
譲
受
人
に
お
い
て

抵
当
権
の
負
担
を
消
滅
さ
せ
る
た
め
に
、
債
権
者
に
よ
る
反
対
が
な
い
限
り
、
原
所
有
者
の
債
務
を
引
き
受
け
て
履
行
す
る
こ
と
が
で
き

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

㈢
　
小
　
括

　
本
章
に
お
い
て
紹
介
し
た
諸
外
国
に
お
け
る
債
務
引
受
と
契
約
譲
渡
の
立
法
状
況
、
債
務
引
受
の
方
式
と
法
的
構
成
、
原
債
務
者
の
処

遇
、
資
産
の
移
転
に
伴
う
債
務
の
処
遇
等
に
関
す
る
各
国
の
債
務
引
受
の
立
法
に
お
け
る
特
徴
的
な
点
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る
と
、
以

下
に
掲
げ
る
表
の
よ
う
に
な
る
（
表
一
参
）
62
（

照
）。

三
　
お
わ
り
に

　
本
稿
は
、
こ
の
た
び
の
債
権
法
改
正
に
お
い
て
は
日
本
民
法
典
が
世
界
の
民
法
典
と
比
べ
て
後
れ
て
い
る
規
定
の
補
充
が
最
優
先
さ
れ

る
べ
き
な
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
題
意
識
の
も
と
、
債
務
引
受
と
契
約
譲
渡
に
お
け
る
世
界
各
国
の
立
法
状
況
を
調
査
し
、
両
制
度
に

関
し
て
日
本
民
法
典
が
後
れ
て
い
る
こ
と
の
「
客
観
的
」
な
実
証
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
中
で
各
国
に
お
け
る
明
文
規
定
の
存
在

を
指
摘
す
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
具
体
的
な
規
定
内
容
に
つ
い
て
も
、
こ
と
に
先
行
研
究
に
お
い
て
邦
訳
が
未
だ
な
さ
れ
て
い
な
い
ポ
ル
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ト
ガ
ル
と
オ
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
各
国
に
お
け
る
規
定
内
容
を
紹
介
し
、
な
お
不
十
分
で
あ
る
も
の
の
多
少
の
分
析

を
加
え
る
こ
と
で
、
あ
る
程
度
、
世
界
の
趨
勢
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
り
わ
け
債
務
引
受
に
つ
い
て
は

①
引
受
人
に
債
務
を
「
移
転
」
す
る
免
責
的
債
務
引
受
を
原
則
形
態
と
し
、
②
債
権
者
に
お
け
る
免
除
の
意
思
が
明
ら
か
で
な
い
場
合
に

引
受
人
が
「
加
入
」
し
、
併
存
的
債
務
引
受
と
な
る
構
成
が
世
界
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
日
本

の
法
制
審
議
会
民
法
（
債
権
関
係
）
部
会
の
中
間
試
案
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
①
引
受
人
が
「
加
入
」
す
る
併
存
的
債
務
引
受
を
原
則
形

態
と
し
、
②
債
権
者
に
よ
る
「
免
除
」
の
意
思
表
示
で
免
責
的
債
務
引
受
が
成
立
す
る
と
い
う
構
成
は
、
そ
う
す
べ
き
必
然
性
が
あ
る
の

か
、
い
ま
い
ち
ど
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
）
63
（

る
。
加
え
て
「
資
産
の
移
転
に
伴
う
債
務
の
処
遇
」
と
い
う
問
題
に
つ

い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ギ
リ
シ
ャ
に
お
い
て
は
「
資
産
の
移
転
に
伴
い
、
債
務
も
資
産
の
譲
渡
人
と
譲
受
人
が
共
同
し
て
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
価
値
判
断
の
も
と
で
「
財
産
と
企
業
の
移
転
に
伴
う
債
務
引
受
」
に
関
す
る
規
定
が
、
中
国
に
お
い
て
は
「
企

業
の
合
併
と
分
割
に
伴
う
契
約
移
転
」
に
関
す
る
規
定
が
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
債
務
免
脱
の
防
止
と
債
権
者
保
護
の
実

現
を
図
る
こ
と
の
で
き
る
有
用
な
手
法
の
ひ
と
つ
と
し
て
評
価
で
き
る
と
同
時
に
、
日
本
に
お
い
て
未
だ
研
究
が
進
ん
で
い
な
い
債
務
引

受
と
契
約
譲
渡
な
い
し
事
業
譲
渡
の
関
係
を
検
討
す
る
契
機
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
具
体
的
な
一
例
を
挙
げ
る
と
す
れ
ば
、
日
本
に

お
け
る
貸
金
債
権
の
譲
渡
に
伴
う
過
払
金
返
還
債
務
の
移
転
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
事
案
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
「
譲
渡
当
事
者
間
に
お
け

る
約
定
が
あ
る
場
合
に
の
み
債
務
は
承
継
さ
れ
、
併
存
的
債
務
引
受
を
約
し
た
場
合
に
は
債
権
者
に
よ
る
受
益
の
意
思
表
示
を
要
す
る
」

と
い
う
最
高
裁
の
論
理
も
ま
た
、
併
存
的
債
務
引
受
に
つ
い
て
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
と
し
て
構
成
し
、
債
権
者
に
お
け
る
受
益
の

意
思
表
示
を
必
要
と
す
る
解
釈
論
、
そ
し
て
こ
れ
を
踏
襲
し
た
中
間
試
案
の
規
定
内
容
と
と
も
に
見
直
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。

　
し
た
が
っ
て
、
本
稿
に
続
く
作
業
と
し
て
は
、
本
稿
に
お
け
る
検
討
を
土
台
と
し
て
、
さ
ら
に
契
約
譲
渡
な
い
し
事
業
譲
渡
に
関
す
る

各
国
の
法
制
を
比
較
し
、
な
か
で
も
前
記
の
関
心
か
ら
す
る
と
、
あ
る
意
味
で
先
進
的
な
規
定
を
有
し
て
い
る
中
国
合
同
法
等
の
分
析
に
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【表一】

制定（年）
［施行（年）］

規定の有無 債務引受の主たる規定内容

債務引受 契約譲渡 債務引受の方式 債務引受の
構成 原債務者の処遇 債務引受に関する特徴的な点

イタリア
民法典
（第四編）

―
［1942］

§1268‒1276
「委託参加お
よび債務引
受」

§1406‒1410
「契約の譲
渡」

委託参加につき、
① 債権者による新債務者への「委
託」

② 委託を受けない新債務者の「参
加」

債務引受につき、
③ 債務者と新債務者の合意による
「債務引受」

①②委託参
加について
フランス民
法の「指図」
と類似
③債務引受
について
「引受」構
成

①債権者の明示的な表示がある：
　債務関係から解放
②債権者の明示的な表示がある：
　債務関係から解放
　債権者の明示的な表示がない：
　新債務者と連帯債務を負担
③債権者の明示的な表示がある：
　債務関係から解放
　債権者の明示的な表示がない：
　新債務者と連帯債務を負担

債権者において「債務者を解放する」旨の明示的な表示がない場
合における併存的債務引受を規定。

ポルトガル
民法典

1966
［1967］

§595‒600
「単純な債務
移転」

§424‒427
「契約上の地
位の譲渡」

① 原債務者と新債務者の契約＋債権
者の追認

② 新債務者と債権者の契約＋原債務
者の同意

債務の移転

債権者の明確な意思表示がある：
債務免除
債権者の明確な意思表示がない：
新債務者と連帯責任を負担

①において債権者の追認がない場合、併存的債務引受を構成する
ことなく、契約は白紙に戻される（転換論の否定）。

オランダ
民法典
（第六編）

1979‒1980
［1992］

§155‒158
「債務引受」

§158
「契約引受」

原債務者と新債務者の間における債
務引受
（原債務者による新債務者への債務
移転）＋債権者への通知、債権者に
よる同意

債務の移転

（原債務者と新債務者の間における債
務引受は、債権者による同意がある場
合に限り、債権者との関係で効力を有
する。）

併存的債務引受に関する規定なし。

中国合同法 1999
［1999］

§84‒87
「債務の移転」

§88‒90
「権利義務の
一括譲渡」

原債務者による新債務者への債務
（全部 /一部）移転 債務の移転 ―

⑴併存的債務引受に関する規定なし。
⑵ 企業の合併と分割による契約の「法定移転」に関する規定あり
（§90）。分割における債務負担について、原則として分割前後
の法人による連帯債務を要求している。

オーストリア
一般民法典

1811
［1812］

§1405‒1406
「（約定）債務
引受」
§1409
「（法定）債務
引受」

―
① 原債務者に対する新債務者の債務
引受の表示＋債権者の同意

② 新債務者と債権者の合意

債務者の交
替

① 新債務者が原債務者に代わる新たな
債務者となる。
② 疑問がある場合は、原債務者と新債
務者で共同して負担する。

⑴ 履行引受に関する規定あり（§1404）：①において債権者が同
意するまでの間、あるいは債務者が債務引受を拒否した場合は、
履行引受を構成することとなる。
⑵財産・企業の譲渡に伴う（法定）債務引受の規定あり。

ブラジル
民法典

2002
［2003］

§299‒303
「債務引受」 ― 新債務者による債務負担＋債権者の

同意 債務の移転

債権者の明示的な同意がある場合、原
債務者は債務から解放。
ただし、債務引受時における新債務者
の支払不能について、債権者が知らな
い場合、原債務者は解放されない。

原債務者と新債務者は債権者に対し、「同意の期限」を定めるこ
とができ、期限内に同意がなされなかった場合には拒絶したもの
とみなされる。

ギリシャ
民法典

1940
［1946］

§471‒478
「債務引受」 ―

① 新債務者と債権者の契約
② 新債務者による原債務者に対する
弁済の約束

債務の移転

① 新債務者による地位の継承を受けて、
責任を免れる。
② 疑いがあるときは、債権者は権利を
取得しない（免れない）。

⑴ 併存的債務引受に関する規定あり（§477）：新債務者が債権者
との契約において、原債務者の債務の「弁済」を約した場合、
原則として原債務者と新債務者は並列的に債務を負う。

⑵集合財産の譲渡に伴う併存的債務引受の規定あり（§479）：
　 契約に基づく財産・企業の移転に伴い、譲渡対象たる財産・企
業に属する債務について、移転したものの限度において、譲受
人は債権者に責任を負担し、譲渡人の責任も存続する。債権者
を害する当事者の反対の合意は、債権者との関係において無効。

韓国民法典 1958
［1960］

§453‒459
「債務引受」 ―

① 新債務者と債権者の契約（利害関
係を有しない第三者は債務者の意
思に反する債務引受不可。）

② 原債務者と新債務者の契約＋債権
者の承諾

債務の移転 第三者の債務引受によって債務を免れ
る。

⑴ ②において、新債務者と原債務者は相当期間を定めて承諾する
か否かの確答をすべき旨を債権者に催告することができ、期間
内に確答の発送がないときは、拒絶したものとみなされる。

⑵ ②において、債権者の承諾は、第三者の権利を侵害しない限り、
原則として債務引受時に遡って効力を生ずる。
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【表一】

制定（年）
［施行（年）］

規定の有無 債務引受の主たる規定内容

債務引受 契約譲渡 債務引受の方式 債務引受の
構成 原債務者の処遇 債務引受に関する特徴的な点

イタリア
民法典
（第四編）

―
［1942］

§1268‒1276
「委託参加お
よび債務引
受」

§1406‒1410
「契約の譲
渡」

委託参加につき、
① 債権者による新債務者への「委
託」

② 委託を受けない新債務者の「参
加」

債務引受につき、
③ 債務者と新債務者の合意による
「債務引受」

①②委託参
加について
フランス民
法の「指図」
と類似
③債務引受
について
「引受」構
成

①債権者の明示的な表示がある：
　債務関係から解放
②債権者の明示的な表示がある：
　債務関係から解放
　債権者の明示的な表示がない：
　新債務者と連帯債務を負担
③債権者の明示的な表示がある：
　債務関係から解放
　債権者の明示的な表示がない：
　新債務者と連帯債務を負担

債権者において「債務者を解放する」旨の明示的な表示がない場
合における併存的債務引受を規定。

ポルトガル
民法典

1966
［1967］

§595‒600
「単純な債務
移転」

§424‒427
「契約上の地
位の譲渡」

① 原債務者と新債務者の契約＋債権
者の追認

② 新債務者と債権者の契約＋原債務
者の同意

債務の移転

債権者の明確な意思表示がある：
債務免除
債権者の明確な意思表示がない：
新債務者と連帯責任を負担

①において債権者の追認がない場合、併存的債務引受を構成する
ことなく、契約は白紙に戻される（転換論の否定）。

オランダ
民法典
（第六編）

1979‒1980
［1992］

§155‒158
「債務引受」

§158
「契約引受」

原債務者と新債務者の間における債
務引受
（原債務者による新債務者への債務
移転）＋債権者への通知、債権者に
よる同意

債務の移転

（原債務者と新債務者の間における債
務引受は、債権者による同意がある場
合に限り、債権者との関係で効力を有
する。）

併存的債務引受に関する規定なし。

中国合同法 1999
［1999］

§84‒87
「債務の移転」

§88‒90
「権利義務の
一括譲渡」

原債務者による新債務者への債務
（全部 /一部）移転 債務の移転 ―

⑴併存的債務引受に関する規定なし。
⑵ 企業の合併と分割による契約の「法定移転」に関する規定あり
（§90）。分割における債務負担について、原則として分割前後
の法人による連帯債務を要求している。

オーストリア
一般民法典

1811
［1812］

§1405‒1406
「（約定）債務
引受」
§1409
「（法定）債務
引受」

―
① 原債務者に対する新債務者の債務
引受の表示＋債権者の同意

② 新債務者と債権者の合意

債務者の交
替

① 新債務者が原債務者に代わる新たな
債務者となる。
② 疑問がある場合は、原債務者と新債
務者で共同して負担する。

⑴ 履行引受に関する規定あり（§1404）：①において債権者が同
意するまでの間、あるいは債務者が債務引受を拒否した場合は、
履行引受を構成することとなる。
⑵財産・企業の譲渡に伴う（法定）債務引受の規定あり。

ブラジル
民法典

2002
［2003］

§299‒303
「債務引受」 ― 新債務者による債務負担＋債権者の

同意 債務の移転

債権者の明示的な同意がある場合、原
債務者は債務から解放。
ただし、債務引受時における新債務者
の支払不能について、債権者が知らな
い場合、原債務者は解放されない。

原債務者と新債務者は債権者に対し、「同意の期限」を定めるこ
とができ、期限内に同意がなされなかった場合には拒絶したもの
とみなされる。

ギリシャ
民法典

1940
［1946］

§471‒478
「債務引受」 ―

① 新債務者と債権者の契約
② 新債務者による原債務者に対する
弁済の約束

債務の移転

① 新債務者による地位の継承を受けて、
責任を免れる。
② 疑いがあるときは、債権者は権利を
取得しない（免れない）。

⑴ 併存的債務引受に関する規定あり（§477）：新債務者が債権者
との契約において、原債務者の債務の「弁済」を約した場合、
原則として原債務者と新債務者は並列的に債務を負う。
⑵集合財産の譲渡に伴う併存的債務引受の規定あり（§479）：
　 契約に基づく財産・企業の移転に伴い、譲渡対象たる財産・企
業に属する債務について、移転したものの限度において、譲受
人は債権者に責任を負担し、譲渡人の責任も存続する。債権者
を害する当事者の反対の合意は、債権者との関係において無効。

韓国民法典 1958
［1960］

§453‒459
「債務引受」 ―

① 新債務者と債権者の契約（利害関
係を有しない第三者は債務者の意
思に反する債務引受不可。）

② 原債務者と新債務者の契約＋債権
者の承諾

債務の移転 第三者の債務引受によって債務を免れ
る。

⑴ ②において、新債務者と原債務者は相当期間を定めて承諾する
か否かの確答をすべき旨を債権者に催告することができ、期間
内に確答の発送がないときは、拒絶したものとみなされる。
⑵ ②において、債権者の承諾は、第三者の権利を侵害しない限り、
原則として債務引受時に遡って効力を生ずる。
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焦
点
を
当
て
る
こ
と
と
し
た
い
。

　
最
後
に
、
本
稿
が
日
本
に
お
い
て
現
在
進
行
中
の
債
務
引
受
と
契
約
譲
渡
と
い
う
二
つ
の
制
度
に
お
け
る
民
法
（
債
権
法
）
改
正
の
議

論
に
少
し
で
も
寄
与
で
き
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

（
1
）  

こ
の
た
び
の
民
法
（
債
権
関
係
）
の
改
正
目
的
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
諮
問
第
八
八
号
（
法
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
〈http://w

w
w.m
oj.

go.jp/content/000009581.pdf

〉）
を
参
照
し
た
（
最
終
閲
覧
日
：
二
〇
一
四
年
三
月
一
四
日
）。

（
2
）  

池
田
真
朗
「
債
権
譲
渡
か
ら
債
務
引
受
・
契
約
譲
渡
へ
」
森
征
一
＝
池
田
真
朗
『
私
権
の
創
設
と
そ
の
展
開
：
内
池
慶
四
郎
先
生
追
悼
論
文

集
』（
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
三
年
）
一
二
七
頁
以
下
、
と
り
わ
け
一
二
七
―
一
二
九
頁
。
池
田
真
朗
『
民
法
は
お
も
し
ろ
い
』（
講
談

社
、
二
〇
一
二
年
）
と
り
わ
け
一
七
四
頁
以
下
。

（
3
）  

池
田
・
前
掲
論
文
注
（
2
）
一
二
八
頁
。

（
4
）  

池
田
・
前
掲
書
籍
注
（
2
）
二
三
八
頁
。

（
5
）  

以
下
に
お
け
る
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
遠
藤
研
一
郎
「
営
業
譲
渡
・
債
権
譲
渡
に
伴
う
債
務
承
継
に
関
す
る

一
考
察

―
貸
金
業
者
の
企
業
再
編
と
過
払
金
返
還
債
務
の
承
継
問
題
を
素
材
と
し
て

―
」
清
水
元
＝
橋
本
恭
宏
＝
山
田
創
一
編
『
財
産
法
の

新
動
向
：
平
井
一
雄
先
生
喜
寿
記
念
』（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）
三
九
五
頁
以
下
、
澤
野
芳
夫
＝
三
浦
隆
志
＝
武
田
美
和
子
＝
佐
藤
重
憲
「
過

払
金
返
還
請
求
訴
訟
に
お
け
る
実
務
的
問
題
」
判
タ
一
三
三
八
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
五
頁
以
下
等
を
参
照
し
た
。

（
6
）  

最
判
平
成
一
八
年
一
月
一
三
日
民
集
六
〇
巻
一
号
一
頁
、
最
判
平
成
一
八
年
一
月
一
九
日
判
時
一
九
二
六
号
二
三
頁
、
最
判
平
成
一
八
年
一
月

二
四
日
判
時
一
九
二
六
号
三
六
頁
。
な
お
、
一
連
の
平
成
一
八
年
判
決
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
滝
澤
孝
臣
「
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
に
関
す
る
裁

判
例
の
概
観
」
別
冊
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
三
号
（
二
〇
一
一
年
）
九
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
7
）  

①
最
判
平
成
二
三
年
三
月
二
二
日
集
民
二
三
六
号
二
二
五
頁
、
②
最
判
平
成
二
三
年
九
月
三
〇
日
集
民
二
三
七
号
六
五
五
頁
、
③
最
判
平
成
二

四
年
六
月
二
九
日
集
民
二
四
一
号
一
頁
。

（
8
）  

池
田
・
前
掲
論
文
注
（
2
）、
野
澤
正
充
『
債
務
引
受
・
契
約
上
の
地
位
の
移
転
』（
一
粒
社
、
二
〇
〇
一
年
）、
野
澤
正
充
『
契
約
譲
渡
の
研

究
』（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
二
年
）
等
。

（
9
）  

以
下
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
新
旧
民
法
典
の
成
立
史
は
、
大
島
俊
之
「
イ
タ
リ
ア
民
法
典
成
立
史
の
素
描
」
大
阪
府
立
大
学
経
済
研
究
二
六
巻
三
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号
（
一
九
八
一
年
）
一
四
三
頁
以
下
を
参
照
し
た
。
な
お
、
同
論
文
に
お
い
て
は
債
務
引
受
と
契
約
譲
渡
に
関
す
る
分
析
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。

（
10
）  

旧
民
法
典
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
大
島
・
前
掲
論
文
注
（
9
）
一
四
四
―
一
四
六
頁
を
参
照
し
た
。
な
お
、
本
稿
に
お
い
て
は
紙
幅
の
関
係
で

省
略
し
た
各
章
の
表
題
に
つ
い
て
も
、
同
論
文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
11
）  
な
お
、
結
果
と
し
て
、
統
一
的
な
債
務
法
典
を
作
成
す
る
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
と
イ
タ
リ
ア
の
共
同
計
画
が
実
現
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
も
の

の
、
イ
タ
リ
ア
側
は
、
民
法
典
の
草
案
へ
の
焼
き
直
し
と
い
う
形
で
、
こ
の
統
一
草
案
を
活
用
し
た
の
で
あ
る
（
大
島
・
前
掲
論
文
注
（
9
）
一

四
八
頁
）。

（
12
）  

新
民
法
典
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
風
間
鶴
寿
『
全
訳
イ
タ
リ
ア
民
法
典
﹇
追
補
版
﹈』（
法
律
文
化
社
、
一
九
八
三
年
）
を
参
照
し
た
。

（
13
）  

以
下
、
契
約
譲
渡
の
規
定
内
容
に
つ
い
て
は
、
風
間
・
前
掲
書
籍
注
（
12
）
二
二
〇
頁
を
参
照
し
た
。

（
14
）  

以
下
、
債
務
引
受
の
規
定
内
容
に
つ
い
て
は
、
風
間
・
前
掲
書
籍
注
（
12
）
二
〇
二
―
二
〇
三
頁
を
参
照
し
た
。

（
15
）  

フ
ラ
ン
ス
民
法
典
に
お
け
る
「
指
図
」
の
規
定
に
お
け
る
詳
細
に
つ
い
て
は
、
池
田
真
朗
「
債
務
引
受
と
債
権
譲
渡
・
差
押
の
競
合

―
一
括

決
済
方
式
に
お
け
る
債
権
譲
渡
方
式
と
併
存
的
債
務
引
受
方
式
の
比
較
を
契
機
に

―
」『
債
権
譲
渡
と
電
子
化
・
国
際
化

―
債
権
譲
渡
の
研

究
第
四
巻
』（
弘
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）
二
七
頁
以
下
、
柴
崎
暁
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
指
図
（la délégation

）
の
概
念

―
フ
レ
デ
リ
ッ

ク
・
ユ
ベ
ー
ル
（
ポ
ワ
チ
ェ
控
訴
院
付
弁
護
士
）『
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
指
図
に
関
す
る
法
律
理
論
の
試
み
』（
一
八
九
九
年
・
ポ
ワ
チ
ェ
大
学

博
士
学
位
論
文
）
第
二
部
『
現
行
法
』
を
素
材
と
し
て

―
」
山
形
大
学
法
政
論
叢
三
号
（
一
九
九
五
年
）
等
の
先
行
研
究
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
16
）  

池
田
・
前
掲
論
文
注
（
2
）
一
七
一
頁
。

（
17
）  

ア
ン
ド
レ
＝
ペ
レ
イ
ラ
（
加
賀
山
茂
監
訳
）「
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
典

―
素
描

―
」
明
治
学
院
大
学
法
学
研
究
八
四
巻
（
二
〇
〇
八
年
）
九

七
頁
以
下
、
と
り
わ
け
九
九
頁
。
唐
晓
晴
等
译
『
葡
萄
牙
民
法
典
』（
北
京
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
18
）  

唐
晓
晴
等
・
前
掲
書
籍
注
（
17
）。

（
19
）  

ア
ン
ド
レ
＝
ペ
レ
イ
ラ
教
授
は
新
旧
ポ
ル
ト
ガ
ル
民
法
典
の
成
立
に
つ
い
て
、「
わ
れ
わ
れ
の
最
初
の
民
法
典
が
、「
注
釈
学
派
」
の
果
実
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
次
な
る
民
法
典
は
「
パ
ン
デ
ク
テ
ン
学
派
」
の
新
た
な
成
果
で
あ
る
」
と
し
て
、
日
本
民
法
と
の
類
似
性
を
指
摘
す
る
（
ア
ン
ド

レ
＝
ペ
レ
イ
ラ
・
前
掲
注
論
文
（
17
）
九
九
頁
）。

（
20
）  

新
民
法
典
は
、
第
一
編
「
総
則
」、
第
二
編
「
債
務
法
」、
第
三
編
「
物
権
法
」、
第
四
編
「
親
族
法
」、
第
五
編
「
相
続
法
」
か
ら
構
成
さ
れ
て

い
る
（
ア
ン
ド
レ
＝
ペ
レ
イ
ラ
・
前
掲
注
論
文
（
17
）
一
〇
〇
頁
）。

（
21
）  

ア
ン
ド
レ
＝
ペ
レ
イ
ラ
・
前
掲
注
論
文
（
17
）
一
〇
〇
頁
。
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（
22
）  

以
下
に
お
け
る
契
約
譲
渡
お
よ
び
債
務
引
受
の
規
定
内
容
は
、
唐
晓
晴
等
・
前
掲
書
籍
注
（
17
）
七
六
―
七
七
頁
、
一
〇
五
頁
を
参
照
し
た
。

な
お
、
以
下
本
稿
に
お
い
て
は
、
諸
外
国
に
お
け
る
債
務
引
受
・
契
約
譲
渡
の
規
定
内
容
の
紹
介
等
に
際
し
て
中
国
の
文
献
を
多
用
す
る
が
、
そ

れ
は
筆
者
の
調
査
の
及
ぶ
範
囲
に
お
い
て
邦
語
文
献
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
た
め
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
日
本
に
お
け
る
両
制
度
に
関
す
る
研
究

の
後
れ
を
象
徴
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

（
23
）  
な
お
、
日
本
民
法
上
に
お
い
て
「
債
務
者
と
引
受
人
と
の
契
約
に
よ
つ
て
免
責
的
債
務
引
受
が
意
図
さ
れ
た
が
、
債
権
者
の
承
認
を
欠
く
た
め

に
免
責
的
債
務
引
受
と
し
て
の
効
力
を
生
じ
な
い
場
合
に
、
こ
れ
を
併
存
的
債
務
引
受
に
転
換
し
て
認
定
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
か
」
と
い
う

「
免
責
的
債
務
引
受
か
ら
併
存
的
債
務
引
受
へ
の
転
換
」
の
議
論
が
な
さ
れ
て
い
た
が
（
四
宮
和
夫
「
債
務
の
引
受
」
四
宮
和
夫
＝
西
村
信
雄

『
総
合
判
例
研
究
叢
書
民
法
（
一
四
）』（
有
斐
閣
、
一
九
六
〇
年
）
二
七
―
二
八
頁
参
照
）、
オ
ラ
ン
ダ
民
法
典
は
こ
の
点
を
明
確
に
否
定
し
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
こ
の
「
転
換
論
」
を
否
定
す
る
も
の
と
し
て
、
池
田
・
前
掲
論
文
注
（
2
）
一
三
三
―
一
三
四
頁
が
あ
る
。

（
24
）  

以
下
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
民
法
典
の
成
立
史
は
、
森
島
昭
夫
「
企
画
の
趣
旨
（
特
集
オ
ラ
ン
ダ
改
正
民
法
典
）」
民
商
法
雑
誌
一
〇
九
巻
四
・

五
号
（
一
九
九
四
年
）
六
一
九
頁
以
下
、
ア
ー
サ
ー
・
Ｓ
・
ハ
ー
ト
カ
ン
プ
（
曽
野
裕
夫
訳
）「
オ
ラ
ン
ダ
私
法
の
発
展

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
視

座
に
立
っ
て

―
」
民
商
法
雑
誌
一
〇
九
巻
四
・
五
号
（
一
九
九
四
年
）
六
二
三
頁
以
下
、
と
り
わ
け
六
二
四
―
六
二
七
頁
、
王
卫
国
「
译
序
」

王
卫
国
主
译
『
荷
兰
民
法
典
（
第
三
、
五
、
六
编
）』（
中
国
政
法
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年
）
一
頁
以
下
、
Ｊ
・
海
玛
「
荷
兰
民
法
典
导
论
」

王
卫
国
主
译
・
前
掲
書
籍
注
（
24
）
一
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

（
25
）  

一
九
世
紀
末
に
ド
イ
ツ
民
法
典
が
成
立
す
る
と
、
オ
ラ
ン
ダ
の
法
学
界
は
ド
イ
ツ
法
に
強
い
関
心
を
示
し
、
最
高
裁
に
よ
る
条
文
解
釈
も
ド
イ

ツ
法
の
影
響
を
受
け
た
だ
け
で
な
く
、
学
説
と
判
例
法
は
と
も
に
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ド
イ
ツ
に
お
け
る
議
論
の
展
開
に
追
随
す
る
形
で
、
法
典
の

自
由
な
解
釈
に
つ
い
て
寛
容
な
姿
勢
を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
ア
ー
サ
ー
・
Ｓ
・
ハ
ー
ト
カ
ン
プ
・
前
掲
論
文
注
（
24
）
六
二
五
頁
）。

（
26
）  

以
下
の
オ
ラ
ン
ダ
民
法
典
に
お
け
る
債
務
引
受
お
よ
び
契
約
譲
渡
の
規
定
内
容
は
、
王
卫
国
主
译
・
前
掲
書
籍
注
（
24
）
二
〇
〇
―
二
〇
一
頁

を
参
照
し
た
。

（
27
）  

以
下
に
お
け
る
中
国
合
同
法
の
概
要
は
、
金
安
妮
「
中
国
に
お
け
る
契
約
法
の
私
法
化
」
法
学
政
治
学
論
究
一
〇
〇
号
（
二
〇
一
四
年
）
二
八

九
頁
以
下
、
と
り
わ
け
二
九
〇
―
三
〇
五
頁
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

（
28
）  

な
お
、
旧
合
同
法
は
す
べ
て
新
合
同
法
の
施
行
と
同
時
に
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
（
新
合
同
法
四
二
八
条
）。

（
29
）  

顾
昂
然
「
制
定
合
同
法
的
前
后
」
中
国
人
大
第
一
七
期
（
二
〇
〇
八
年
）
三
四
頁
以
下
、
と
り
わ
け
三
四
―
三
五
頁
、
梁
慧
星
「
从
〝
三
足
鼎

立
〞
走
向
统
一
的
合
同
法
」
中
国
法
学
第
三
期
（
一
九
九
五
年
）
九
頁
以
下
、
と
り
わ
け
一
二
頁
参
照
。
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（
30
）  

経
済
合
同
法
は
、
一
九
九
三
年
九
月
二
日
第
八
期
全
人
代
常
務
委
員
会
第
二
・
三
回
会
議
の
二
度
に
わ
た
る
審
議
を
経
て
採
択
さ
れ
た
「
経
済

合
同
法
の
改
正
に
関
す
る
決
定
」
に
基
づ
い
て
改
正
さ
れ
た
（
梁
慧
星
・
前
掲
論
文
注
（
29
）
一
二
頁
）。

（
31
）  

新
合
同
法
の
詳
し
い
起
草
過
程
に
つ
い
て
は
、
金
安
妮
・
前
掲
論
文
注
（
27
）
二
九
五
―
三
〇
二
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
32
）  
経
済
合
同
法
は
「
総
則
、
経
済
契
約
の
締
結
お
よ
び
履
行
、
経
済
契
約
の
変
更
お
よ
び
解
除
、
経
済
契
約
の
違
約
責
任
、
経
済
契
約
に
関
す
る

紛
争
の
和
解
お
よ
び
仲
裁
、
経
済
契
約
の
管
理
、
附
則
」
の
全
七
章
・
五
七
条
、
渉
外
経
済
合
同
法
は
「
総
則
、
契
約
の
締
結
、
契
約
の
履
行
お

よ
び
違
約
責
任
、
契
約
の
譲
渡
、
契
約
の
変
更
・
解
除
・
終
了
、
紛
争
の
解
決
、
附
則
」
の
全
七
章
四
三
条
、
技
術
合
同
法
は
「
総
則
、
技
術
契

約
の
締
結
・
履
行
・
変
更
・
解
除
、
技
術
開
発
契
約
、
技
術
譲
渡
契
約
、
技
術
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
技
術
サ
ー
ビ
ス
契
約
、
技
術
契
約
に

関
す
る
紛
争
の
仲
裁
お
よ
び
訴
訟
、
附
則
」
の
全
七
章
五
五
条
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
構
成
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
経
済
合
同
法
は
九
三
年
改
正
に
よ

る
章
立
て
の
変
更
は
な
く
、
計
画
経
済
的
要
素
を
包
含
す
る
規
定
や
市
場
経
済
の
要
請
に
符
合
し
な
い
規
定
と
い
っ
た
一
〇
箇
条
の
規
定
が
削
除

さ
れ
、
全
七
章
・
四
七
条
と
な
っ
た
。

（
33
）  

徐
傑
（
銭
偉
栄
訳
）「
中
国
契
約
法

―
新
法
の
紹
介
を
か
ね
て

―
（
上
）」
法
学
志
林
九
七
巻
三
号
（
二
〇
〇
〇
年
）
一
三
五
頁
以
下
、
と

り
わ
け
一
三
八
―
一
四
二
頁
参
照
。

（
34
）  

中
国
合
同
法
に
お
け
る
債
務
引
受
・
契
約
譲
渡
に
関
す
る
条
文
の
和
訳
に
際
し
て
、
塚
本
宏
明
監
修
『
逐
条
解
説 

中
国
契
約
法
の
実
務
』（
中

央
経
済
社
、
二
〇
〇
四
年
）、
何
天
貴
『
詳
解 

中
華
人
民
共
和
国
契
約
法
』（
ぎ
ょ
う
せ
い
、
二
〇
〇
〇
年
）
等
を
参
照
し
た
。
な
お
、
中
国
合

同
法
に
お
け
る
債
権
譲
渡
お
よ
び
債
務
引
受
・
契
約
譲
渡
に
関
す
る
規
定
は
、
中
国
民
法
の
基
本
法
た
る
民
法
通
則
に
お
け
る
九
一
条
（「
契
約

当
事
者
の
一
方
が
契
約
の
債
権
お
よ
び
債
務
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
第
三
者
に
譲
渡
す
る
場
合
に
お
い
て
、
相
手
方
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
（
後
略
）」）
の
規
定
を
具
体
化
し
、
明
瞭
化
し
た
も
の
で
あ
る
（
戴
红
兵
＝
陈
发
桂
「
债
务
承
担
新
探
」
广
西
政
法
管
理
干
部
学
院
学
报
第

四
期
（
二
〇
〇
一
年
）
七
頁
以
下
、
と
り
わ
け
八
頁
）。
ま
た
、
債
権
譲
渡
に
つ
い
て
は
、
合
同
法
八
〇
条
の
規
定
（「
債
権
者
が
債
権
を
第
三
者

に
譲
渡
し
た
場
合
に
お
い
て
、
債
務
者
に
通
知
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
後
略
）」）
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
債
権
譲
渡
に
お
け
る
債
務

者
の
同
意
は
不
要
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
35
）  

韩
世
远
『
合
同
法
总
论
（
第
三
版
）』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
一
年
）
四
八
五
―
四
八
六
頁
、
岳
业
鹏
「
中
国
法
语
境
下
的
幷
存
债
务
承
担
制

度
」
北
京
科
技
大
学
学
报
（
社
会
科
学
版
）
第
一
期
（
二
〇
一
一
年
）
六
一
頁
以
下
、
と
り
わ
け
六
二
―
六
三
頁
参
照
。

（
36
）  

石
涛
锋
＝
尹
晓
健
「
债
务
承
担
若
干
法
律
问
题
研
究
及
风
险
防
范
」
河
北
金
融
第
八
期
（
二
〇
〇
七
年
）
六
四
頁
以
下
、
と
り
わ
け
六
四
頁
。

（
37
）  

大
判
大
正
六
年
一
一
月
一
日
民
録
二
三
輯
一
七
一
五
頁
、
大
判
昭
和
一
一
年
七
月
四
日
民
集
一
五
巻
一
三
〇
四
頁
、
前
掲
最
判
平
成
二
三
年
九
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月
三
〇
日
集
民
二
三
七
号
六
五
五
頁
。

（
38
）  

中
田
裕
康
『
債
権
総
論 

新
版
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
一
年
）
五
六
一
頁
、
我
妻
榮
『
新
訂 

債
権
総
論
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
四
年
）
五
七

三
―
五
七
四
頁
、
林
良
平
編
『
注
解
判
例
民
法
債
権
法
Ⅰ
』（
青
林
書
院
、
一
九
八
七
年
）
二
五
一
頁
等
。

（
39
）  
韩
世
远
・
前
掲
書
籍
注
（
35
）
四
九
四
頁
。

（
40
）  
岳
业
鹏
・
前
掲
論
文
注
（
35
）
六
七
頁
。

（
41
）  
戴
红
兵
＝
陈
发
桂
・
前
掲
論
文
注
（
34
）
九
頁
。

（
42
）  

张
文
青
「
幷
存
债
务
承
担
的
理
论
与
实
践
研
究
」
东
南
大
学
学
报
（
哲
学
社
会
科
学
版
）
増
刊
第
一
期
（
二
〇
〇
九
年
）
九
二
頁
以
下
、
と
り

わ
け
九
二
―
九
三
頁
。

（
43
）  

石
涛
锋
＝
尹
晓
健
・
前
掲
論
文
注
（
36
）
六
四
頁
。

（
44
）  

奥
田
昌
道
『
債
権
総
論
﹇
増
補
版
﹈』（
悠
々
社
、
一
九
九
二
年
）
四
七
六
―
四
七
七
頁
。

（
45
）  

な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
潮
見
佳
男
教
授
は
、
債
務
者
―
引
受
人
間
の
併
存
的
債
務
引
受
が
第
三
者
の
た
め
に
す
る
契
約
で
あ
る
こ
と
を
述
べ

た
上
で
、
併
存
的
債
務
引
受
に
お
い
て
は
「
免
責
的
債
務
引
受
の
場
合
と
異
な
り
、
債
権
者
に
と
っ
て
、
債
務
の
引
当
て
と
な
る
一
般
財
産
を
増

加
さ
せ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
減
少
さ
せ
る
こ
と
は
な
く
、
債
権
者
に
不
利
益
を
も
た
ら
さ
な
い
か
ら
、
債
権
者
の
意
思
の
尊
重
と
い
う
問
題
は

起
こ
ら
な
い
」
こ
と
を
理
由
と
し
て
、「
受
益
者
で
あ
る
債
権
者
に
よ
る
受
益
の
意
思
表
示
を
必
要
と
し
な
い
」
と
し
て
い
る
（
潮
見
佳
男
『
プ

ラ
ク
テ
ィ
ス
民
法
　
債
権
総
論
﹇
第
四
版
﹈』（
信
山
社
、
二
〇
一
二
年
）
五
二
九
頁
）。

（
46
）  

本
稿
に
お
い
て
は
紙
幅
の
関
係
上
、
各
規
定
に
つ
い
て
そ
の
概
要
の
み
を
紹
介
し
た
が
、
詳
し
い
規
定
内
容
に
つ
い
て
は
、
塚
本
・
前
掲
書
籍

注
（
34
）
お
よ
び
何
天
貴
・
前
掲
書
籍
注
（
34
）
等
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
八
八
条
に
お
い
て
す
で
に
「
相
手
方
の
同
意
」
が
成
立
要
件
と

し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
債
権
譲
渡
と
債
務
引
受
に
お
け
る
成
立
要
件
（
債
務
者
へ
の
通
知
お
よ
び
債
権
者
に
よ
る
同
意
）
に
つ
い
て
定
め

た
八
〇
条
と
八
四
条
は
、
八
九
条
の
定
め
る
準
用
規
定
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
る
。

（
47
）  

韩
世
远
・
前
掲
書
籍
注
（
35
）
四
九
五
―
四
九
八
頁
、
と
り
わ
け
四
九
七
頁
、
崔
建
远
『
合
同
法
﹇
第
五
版
﹈』（
法
律
出
版
社
、
二
〇
一
〇

年
）
二
三
七
頁
参
照
。

（
48
）  

何
天
貴
・
前
掲
書
籍
注
（
34
）
五
六
頁
。

（
49
）  

以
下
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
成
立
史
は
、
周
友
军
＝
杨
垠
红
『
奥
地
利
普
通
民
法
典
（
二
〇
一
二
年
七
月
二
五
日
修
改
）』

（
清
华
大
学
出
版
社
、
二
〇
一
三
年
）
一
―
一
八
頁
、
Ｋ
・
茨
威
格
特
＝
Ｈ
・
克
茨
（
潘
汉
典
等
译
）『
比
较
法
总
论
』（
贵
州
人
民
出
版
社
、
一
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九
九
二
年
）
二
九
一
―
三
〇
七
頁
、
奥
正
嗣
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
帝
国
）
に
お
け
る
立
憲
主
義
の
展
開

―
一
八
四
八
年
〜
一
八

五
一
年
初
期
立
憲
主
義
の
確
立

―
」
国
際
研
究
論
叢
一
六
巻
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）
四
九
頁
以
下
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ブ
ラ
ウ
ネ
ー
ダ
ー

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
私
法
典
と
し
て
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
」
一
橋
法
学
一
〇
巻
一
号
（
二
〇
一
一
年
）
一
九
頁
以
下
を
参
照
し
た
。

（
50
）  
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
原
語
表
記
が
「Allgem

eines Bürgerliches G
esetzbuch

」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
し
ば
し
ば
「
Ａ
Ｇ
Ｂ
Ｇ
」

と
略
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
な
お
、
周
友
军
＝
杨
垠
红
・
前
掲
書
籍
注
（
49
）
一
頁
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
い
う
「
一
般
民
法
典
」
と
は
、
特
定

の
団
体
お
よ
び
特
定
の
階
級
に
適
用
さ
れ
る
特
別
法
と
の
対
比
に
お
い
て
、
私
法
上
の
主
体
す
べ
て
に
適
用
さ
れ
る
一
般
法
（
基
本
法
）
を
意
味

す
る
。

（
51
）  

以
下
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
一
四
〇
四
条
以
下
の
規
定
は
、
周
友
军
＝
杨
垠
红
・
前
掲
書
籍
注
（
49
）
二
三
四
―
二
三
五
頁
を

参
照
し
た
。

（
52
）  

中
田
・
前
掲
書
籍
注
（
38
）
五
六
四
頁
、
奥
田
・
前
掲
書
籍
注
（
44
）
四
七
九
―
四
八
〇
頁
、
我
妻
・
前
掲
書
籍
注
（
38
）
五
七
八
―
五
七
九

頁
、
林
・
前
掲
書
籍
注
（
38
）
二
五
三
頁
、
大
判
昭
和
一
一
年
一
月
二
八
日
新
聞
三
九
五
六
号
一
一
頁
。

（
53
）  

周
友
军
＝
杨
垠
红
・
前
掲
書
籍
注
（
49
）
二
三
四
頁
。

（
54
）  

た
だ
し
、
本
条
に
お
け
る
「
財
産
」
と
は
「
譲
渡
人
の
全
財
産
」
で
あ
り
、
個
別
的
な
財
産
の
譲
渡
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
本
条
は
原
則
と

し
て
適
用
さ
れ
な
い
（
周
友
军
＝
杨
垠
红
・
前
掲
書
籍
注
（
49
）
二
三
五
頁
）。

（
55
）  

池
田
真
朗
＝
金
安
妮
「
企
業
再
編
と
事
業
譲
渡
・
債
務
引
受
に
関
す
る
中
国
最
高
人
民
法
院
の
「
規
定
」（
法
釈
二
〇
〇
三
年
一
号
）

―
わ

が
国
の
詐
害
的
会
社
分
割
や
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
へ
の
示
唆
と
し
て

―
」
商
事
法
務
二
〇
〇
三
号
（
二
〇
一
三
年
）
一
四
頁
以
下
、
と
り
わ

け
一
九
頁
。

（
56
）  

中
国
最
高
人
民
法
院
に
よ
る
同
司
法
解
釈
は
、
国
有
企
業
の
売
却
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
そ
の
適
用
範
囲
は
限
定
的
で
あ

り
、
企
業
売
却
に
関
す
る
一
般
規
定
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
同
司
法
解
釈
は
「
債
務
は
資
産
に
伴
っ
て
移
転
す
る
」
と
い
う

一
般
原
則
に
基
づ
い
て
下
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
意
味
で
は
普
遍
性
を
持
ち
得
る
こ
と
を
こ
こ
に
付
言
し
て
お
き
た
い
（
王
茂
「
对
营
业
转

让
中
债
务
承
担
规
则
的
检
讨

―
评
析
〝
债
随
物
走
〞
原
则

―
」
佳
木
斯
教
育
学
院
学
报
第
七
期
（
二
〇
一
二
年
）
四
一
〇
頁
以
下
、
と
り
わ

け
四
一
〇
頁
参
照
。
な
お
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
四
年
三
月
四
日
に
慶
應
義
塾
大
学
で
開
催
さ
れ
た
清
華
大
学
の
王
保
树
教
授
ら
と
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
際
に
、
中
国
政
法
大
学
の
李
建
伟
教
授
か
ら
ご
教
示
を
得
た
）。

（
57
）  

池
田
＝
金
・
前
掲
論
文
注
（
55
）
一
九
頁
。
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（
58
）  

以
下
に
お
け
る
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
典
の
概
要
は
、
マ
ル
セ
ロ
・
デ
・
ア
ル
カ
ン
タ
ラ
「
ブ
ラ
ジ
ル
民
法
典
の
歴
史
」
国
際
商
事
法
務
三
五
巻
一
二

号
（
二
〇
〇
七
年
）
一
六
七
三
頁
以
下
、
中
川
和
彦
「
ブ
ラ
ジ
ル
の
新
「
市
民
法
典
」
の
成
立
」
国
際
商
事
法
務
三
一
巻
二
号
（
二
〇
〇
三
年
）

一
九
四
頁
以
下
、
桑
德
罗
・
斯
奇
巴
尼
「《
巴
西
新
民
法
典
》
序
言
」
齐
云
译
『
巴
西
新
民
法
典
』（
中
国
法
制
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
）
一
頁
以

下
を
参
照
し
た
。

（
59
）  
立
法
手
続
に
つ
い
て
定
め
た
ブ
ラ
ジ
ル
憲
法
六
五
条
に
よ
る
と
「
一
方
の
議
院
で
可
決
さ
れ
た
法
案
は
、
他
方
の
議
院
に
よ
り
再
審
議
さ
れ
る
。

法
案
が
修
正
さ
れ
た
時
は
、
先
に
審
議
し
た
議
院
に
回
付
す
る
」
た
め
、
一
九
九
五
年
に
再
開
さ
れ
た
上
院
の
審
議
が
終
了
し
た
後
、
法
案
は
下

院
に
戻
さ
れ
た
（
マ
ル
セ
ロ
・
デ
・
ア
ル
カ
ン
タ
ラ
・
前
掲
論
文
注
（
58
）
一
六
七
四
頁
）。

（
60
）  

中
川
・
前
掲
論
文
注
（
58
）
一
九
四
頁
。
な
お
、
一
九
一
六
年
に
公
布
さ
れ
た
旧
民
法
典
の
起
草
作
業
は
、
フ
レ
イ
タ
ス
教
授
に
よ
っ
て
一
八

五
九
年
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
世
紀
頃
か
ら
起
こ
っ
た
民
商
統
一
の
動
き
が
そ
の
制
定
を
遅
ら
せ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
（
中
川
・
前
掲
論
文
注
（
58
）
一
九
四
頁
、
マ
ル
セ
ロ
・
デ
・
ア
ル
カ
ン
タ
ラ
・
前
掲
論
文
注
（
58
）
一
六
七
三
―
一
六
七
四
頁
）。

（
61
）  

以
下
、
ブ
ラ
ジ
ル
新
民
法
典
に
お
け
る
債
務
引
受
の
規
定
は
、
齐
云
・
前
掲
書
籍
注
（
58
）
四
八
―
四
九
頁
を
参
照
し
た
。

（
62
）  

な
お
、
ギ
リ
シ
ャ
民
法
典
お
よ
び
韓
国
民
法
典
に
お
け
る
債
務
引
受
の
詳
し
い
規
定
内
容
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
（
カ
ラ
イ
ス
コ
ス
・
ア
ン

ト
ニ
オ
ス
「
ギ
リ
シ
ャ
民
法
典
邦
訳
（
2
）」
比
較
法
学
四
一
巻
三
号
（
二
〇
〇
八
年
）
九
一
頁
以
下
、
と
り
わ
け
一
〇
八
頁
、
前
田
達
明
編

『
史
料
民
法
典
』（
成
文
堂
、
二
〇
〇
四
年
）
一
八
五
〇
―
一
八
五
一
頁
）
に
よ
る
邦
訳
が
あ
る
た
め
、
本
稿
に
お
い
て
は
紹
介
を
割
愛
す
る
こ
と

と
し
た
。

（
63
）  

池
田
・
前
掲
論
文
注
（
2
）
一
六
四
頁
以
下
は
、
中
間
試
案
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
「
加
入
＋
免
除
」
構
成
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
不
都
合

に
つ
い
て
「
立
法
の
基
本
姿
勢
と
し
て
、
併
存
的
債
務
引
受
が
原
則
型
で
、
併
存
的
債
務
引
受
に
原
債
務
者
の
債
務
の
免
除
を
加
え
た
も
の
が
免

責
的
債
務
引
受
に
な
る
な
ど
と
い
う
構
成
に
ま
で
至
る
と
、
実
は
大
き
な
問
題
が
生
ず
る
。
そ
れ
は
、
原
則
論
と
し
て
債
務
引
受
を
「
債
務
移

転
」
の
ス
キ
ー
ム
と
と
ら
え
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
」
り
、「
そ
れ
で
は
そ
の
先
に
規
定
す
べ
き
契
約
譲
渡
（
契
約
上
の
地
位
の
譲
渡
）
の
説
明

が
困
難
に
な
る
の
で
あ
る
。
一
般
の
双
務
契
約
に
お
い
て
契
約
上
の
地
位
の
譲
渡
を
素
直
に
考
え
た
場
合
、
債
権
の
部
分
も
債
務
の
部
分
も
契
約

の
譲
渡
人
か
ら
譲
受
人
に
「
移
転
す
る
」
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
白
で
あ
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、「
立
法
の
基
本
構
造
と
し
て

は
、
ま
ず
免
責
的
債
務
引
受
を
「
債
務
の
移
転
」
構
成
で
規
定
し
、
次
い
で
併
存
的
債
務
引
受
を
規
定
す
る
形
態
を
と
る
べ
き
で
あ
る
」
と
主
張

し
て
い
る
。
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金
　
安
妮
（
き
ん
　
あ
ん
に
）

所
属
・
現
職
　
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
前
期
博
士
課
程

最
終
学
歴
　
　
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
法
律
学
科

専
攻
領
域
　
　
民
法
（
債
権
法
）

主
要
著
作
　
　 「
中
国
に
お
け
る
契
約
法
の
「
私
法
化
」」『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
〇
〇
号
（
二
〇

一
四
年
）

　
　
　
　
　
　 「
企
業
再
編
と
事
業
譲
渡
・
債
務
引
受
に
関
す
る
中
国
最
高
人
民
法
院
の
「
規
定
」（
法

釈
二
〇
〇
三
年
一
号
）

―
わ
が
国
の
詐
害
的
会
社
分
割
や
過
払
金
返
還
請
求
訴
訟
へ

の
示
唆
と
し
て

―
」『
旬
刊
商
事
法
務
』
二
〇
〇
三
号
（
共
著
）（
二
〇
一
三
年
）


